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ベ、ノレギー金融資本の成立と発畏 (II)

ーソ乙/エデ@ジェネラルとブリュツセノレ銀行一

坂昭雄ー

Vふ A

17 

I ソジニιテ・ジ旦ネラ Jレの役立とその初期の活動. 1822-30‘ 

1830-39. 

][ 2 (以下汐宅金3努)

W ベルギ…の対外進出

(1) 臼~びツパの欽滋建設とベノレギー銀行資本. 1850時-73.

(2) 独占形成期. 1873-1914. 

V 両大戦間におけるぎを数資木

結び

VI ベルギーの対外進出と銀行資本 (1) ヨーロッパの鉄道建設とペ，1-

ギー銀行資本 185自…持

ぺjレギー ラ過剰な主主産能力 ていたが， ζ

れまで銑鉄の最大の総泊先であったドイヅ関税同盟は， 52年そ

100キロ2去り 1マルクから1.50マルクlと計上げラ53年に ζれきと廃止して，

そのコークス銑の生産会増大~.:r告でおり，プランスでも 55年漸くコ…ク

ス銑が過半を に;;{(炭銑を駆遂して行った。とうして，ぺノレぞー

は，これまでの銑鉄輸出を，レーノレ，棒鉄等の二次加工製品の輪出lと切換え

ざるをえなくなったが，丁oc53年に始まり66年設で続いた鉄滋ブームは，他

の揮と陪じくベノレギ…製鉄業に広大な市場合保託した。わけでも， ζの時期



44 (44) 終済学研究第20悲喜第l号

ど普及していなかった， オーストヲア@ハンブゴザ

i翠，イタリア詰Jjl，スペイン，ロシア， トjレコ とし， その
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が，クレディ@ょをどザコ二あるいは口ートシノレト系の，ブヅンス系投資銀行

旬、知

道ブームの波をベルギー

よるものであったJ)ζ の金主主ーロッパ的な

る警はなく，:t…ストリア，スぺ

イン，イタリ の投資銀行，あるい e 53年と56

年の5 ら4分5 と って，ん占ブリュッ~
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人気を|専するに至った。そして，ベルギー製鉄生産能力の弘を支配している

ソシエテ@ジェネラノレも，外国企業の株式@社債の引受けによって，その系

列下にある製鉄企業の市場ーを開拓し，一方製鉄企業も，社債によって支払を

受ける場合，これを証券市場に放出するために銀行の仲介を必要とした。特

にベノレギー銀行は，ブリュッセノレの個人2)銀行ブリュッグマン Brugman，

ドゥ@ヒノレシュ DeHirsch，ビショッブスハイム Bischoffsheim，マテュー

Mathieuと共に，1全国鉄道資材会社JCompagnie Genera1e du Materie1 

des Chemins de Ferを56年に設立し，鉄道資材の輸出と引換えに鉄道株・

社債をブリュッセノレ証券市場lこ放出した。又翌日年に設立された「中央鉄道建

設会社JCie.Centrale pour la Construction et l' Entretien du Mat-

erie1 de Chemin de Ferも個人銀行と連繋しつつ，同じような発行業務

を展開した。3)4) 57~ 8年には，クレディ@モピリエ系のスペイン動産信用銀

行 CreditoMobiliario Espanolやこれに対抗するロートシノレ卜系のオース

トリア商工銀行(クレディット@アンシュタノレト)Credit-Anstalt fur Ha 

ndel und Gewerbe，スペイン商工会社 Socie司adEspanola mercantil e 

industria1の如き企業会社，あるいは，ロンパノレディア=中部イタリア鉄道

Strada fferrate 10mfarde e del' Italia Centrale，パイエノレン鉄道(ロー

トシノレト系)の株式@社債が場外取引の対象となったに過ぎなかったが

58-9年からは，これに加えて「スペイン北部鉄道J5) CF. du Nord de l' 

Espagne (クレディ・モピリエ系)， コノレドグァ二マラガ， コノレドグァ=セ

ヴィリヤラシクダード@レアーノレ二パダホス CiudadReal-Badajoz， グラ

ノレノレス Granollersの各鉄道，イタリアのトスカナ中央 ToscanaCen tr-

a1e， リグォノレノ Stradefferrate livornesi，アレッサンドリアニブラ A1-

essandria-Bra. トノレコのルスチュック=グアルナ Roustchouk-Varna. 

オランダ中央 NederlandscheCen"trale Spoorweg，ロシア(ポーランド)

のグアノレシャワ二グィーンレクセンブノレクのギョーム=;レクセンブノレク

Guillaume-Luxembourgの各鉄道債が個人銀行や企業会社の子でブリュッ

セノレで発行された。これらの社債の大部分は，額面250フラン(発行価格230
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-40フラン) 6分利付と云う好条件のものであったが，基礎の脆弱な乙れら

の鉄道会社の多くが66年の恐慌で支払停止に陥り，ベノレギーの投資家に5-

7ぅ500万フランの損害を与えた。6)

しかし， 67年から70年の聞には，更に「オーストリア不動産信用銀行J7) 

Bodenkredi t-Anstal t， ロシア不動産銀行，国立ホンデュラス不動産信用銀

行 CreditFoncier d'Etat du Honduras， グィットリオ@エマヌエル鉄

道 VittorioEman uel，特許会社オーストリア鉄道 K.R.priv. Staatseis-

en bahn -Gesellschaft， 合同南オーストリアニロンパノレディア=中央イタリ

ア鉄道会社VereinigteSudosterreichische， Lombardische und Zen tral 

← ltalienische Eisenbahn-Gesellschaft (クレディット・アンシュタ Jレトニ

ロートシノレト系)，ハンガリー東部鉄道 UngarischeOstbahnの社債が，パ

リ市債やプランス公債と並んでブリュッセノレ証券市場に姿を現わした。

一方，こうしたヨーロッペ全土を捲込む鉄道ブームは，ベノレギーにも波及

し， 1850年から73までの聞に1，800キロが建設され， ベノレギーはヨーロッパ

随一の密度の鉄道網を所有するに至った。乙の間，国は殆んど新線建設を行

わず，これを私鉄lζ委ね，特定路線には配当保証を認めた。そこで， 52年以

降69年まで50の鉄道会社が設立され(第20表)75年には，営業路線3，500ギ

ロのうち，国は 665キロを占めるに過ぎなかった。そして，ソシエテ・ジェ

第20表鉄道会社の設立 (百万フラン)

一一I f&iLWJz I J;t;2j~~T一一十設立数|資本金
18ラ2 3 3ラ.0 1864 6 

1853 4 30.ラ 186ラ ラ 70.7 

1854 2 11.3 1866 4 

18ラ6 3 32.1 1867 3 

1859 2.5 1868 l 

1860 1 5.0 1869 7 

1861 2 6.6 1870 

1862 4 20.1 1871 

1863 4 18.0 

Louis Fr色re，op. cit. 1.より作成
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第21表株 式 dzb x ネ土

1 857 1 873 

会社数資本金 会社数資本金

銀行ニ金融 14 1. 50{!~フラン 3ラ 5.35f.立フラン

保 I>v~ 31 0.17 25 0.17 

欽 道 21 3.00 47 7.20 

石 炭 32 1.00 56 3.60 

金 民 34 1.60 ラI 2.75 

i逗 河 29 0.23 39 0.33 

共の他 39 0.5ラ 61 1.20 

200 8.0ラ 314 20.60 

Chlepner， op. cit. p. 55 

ネラノレも，その系列下にある製鉄会社の一市場開拓，石炭の輸送路確保のため，

積極的に発起業務lこ携っている。然しこれら新線の多くは，平行路線を持つ

赤字線で，政府の選挙対策としての配当保証によって辛じて維持されえたに

過ぎない。そして，鉄道会社はその資材購入に際し，株式@社債をもって支

払に充てたため，供給者側は大幅な割増を要求し，かくて，その市場価格を

一層低落させることになった。こうして66年恐慌で 1億 2，000万フランもの

損失を蒙った私鉄企業は，集約{じされて行く一方，次第に国に移管され，1870

年には，ベノレギーの鉄道は，国鉄， I大中央JCie. .du Grand Central，1鉄

道経営JCie. d' Exploitationの系列に三分され， 75年には， 3，500キロの

総延長中，国鉄が 2，000キロを占めた。 8)

次l乙，乙のj切における二大銀行の活動と，経営を分析してみよう。

A ソシヱテ@ジェネラ}/; 乙の銀行は，全ヨーロッパ的な鉄道ブームの中で

比較的慎重に行動し，クレディ@モピリエ流の投機銀行に陥る ζ とを避けた。

そして発行業務も，その傘下の企業にm場を確保する場合に限られた。例え
ば， 58年，同社は，プランスのクレディ・モピリエ，スペイン動産信用銀行，

ベノレギー銀行と共に Iスペイン北部鉄道」の設立に参加して1，000万フラ

ンを出資し，ベノレギーの製鉄二機械企業(マノレシネノレ=クイエ， シャ卜リノ

ー，モンソー，ナン・レオナーノレ，コックリノレ，プログィダンス，スクレッ
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ナン各社) ~乙 1 ， 800-2 ， 000万フランに及ぶ，レーノレ，機関車，車輔等の資材

の注文を確保し，うちレーノレは7万トン (59年に 3万トン，残りは次の4年

間) ~ζ達した O 中でも，コックリノレ社は 350 万フランを受注し，スクレッナ

ンも 7，000トンのレーノレを含む150万フランの発注を受けた。 9)又ヲ 1867年，

ソシエテ@ジェネラノレはロシア帝国の鉄道公債発行を引受け， スクレツサン，

コックリノレ，シャ卜リノー，モンソー各社に合計14，000トンのレーノレ(約

287.5万フラン 1を受注している。10)一方， ソシエテ@ジェネラノレは圏内の鉄

道lこも，積極的に参与しており， 1851年のシャ jレノレロワ=ノレーグァン Lou-

vain鉄道， 53年ベノレギー東部鉄道 FEst-belge (59年， Givetまで延

長，シャノレノレロワ炭田と，プランスのメッヅ 9 ランスを結ぶ)，モンス二オ

ーモン Mons-Haumont鉄道， 等の石炭輸送路線の他， ダンドノレ二ワース

Dendre-Waes (51年)，スパ一二ペパンステ Spa-Pepinster(58年)，ベ

ノレギー鉄道 SocieteBelge des Chemins de Fer (65年， デンデノレレーワ

Denderleeuw二クーノレトレーレーセラ~v Roeselare=イーフ勺レ， ポー

ペリング二アズブノレック Hazebrouck， ニューポーノレト Nieuwportニデ

イックスマイデDixmuide)の設立に当ってこれを参与した。然しこれらの

鉄道は，次第に統合され， 70年以後順次国に移管された。町

こうして，ソシエテ@ジェネラルは， 62年lこは， 2，784万フランの鉄道株

(保有株式の35.刊のを保有していた。同然し，全体としてソシエテ・ジェ

ネラノレは，株式の投機には慎重で， 50年以降，旧来からの系列企業の持株を

維持しつつラ国立銀行株やその他の鉄道株は，株主に割当てたり市場で売却

しては，順次新規事業に進出していた。乙うして， ソシエテ・ジェネラノレの

収益は依然その 2/3が，株式の配当，社債利子によっており，有価証券取引

より得られる利益は微々たるものであった O しかも， ソシエテ・ジェネラノレ

は，製鉄@炭鉱双方を支配しているため，景気変動の中でも，安定した配当

を受取ることが出来た。 13)

」方，貸方の部では，社債，約束手形が横這であるのに対し，当座借越が

急増している。乙れは， 1865年から，当座預金l乙211z%の利子が付けられ，
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これまで，系列企業間交互計算や銀行間勘定にしか用いられなかった当座勘

定が，一般預金をも吸収し始めたからでるろう。他方，ソシエテ@ジェネラ

(昔方

第22表 ソシヱテ・ジェネラル貸借対照表

I 1851末 1860末行865~( I 1869~ I 1873末
呪 斗s、L 9.8 8.0 5.6 6.0 3.7 

w百 業 手 j巴 6.0 13.4 11.8 19.4 24.0 

不 動 注 4.6 可ラ 0.4 0.7 1.0 

公 {責 7.8 2.1 4.9 11.5 16.2 

貸付・ノレボー Jレ 20.9 1.3 1.9 1.9 3.5 

1主 債 4.2 8.1 12.5 15.5 0.8 

年|ミ 式 53.6 77.1 67.7 71.5 81.4 

清 t1-よ 勘 定 7.6 1.0 6.0 

当 座 j主 iJJ& 26.4 17.9 11.9 19.9 35.6 
其 の {山 0.7 1.2 9.ラ 1.3 0.6 
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Chlepner， Le Marche .F'inancier p. 64 

ノレは 48年以~む利子引下げその他の方法で貯蓄金庫の預金の削減を図った

結果， 53年の残高2，250万フランが55年に1，885万lこ減じ，更に1865年の法律

で国が元本を保証する一般貯蓄二退職年金金庫 CaisseGenerale d' Epar 

gne et Retraiteが設立されるや，預金の一部が吸収され，全体として零細

預金が大部分を占めるに至った。叫

B ベルギー銀行 これに反して48年恐慌を比蚊的容劫lこ乗切ったベノレギー

銀行は，この期間経営方針をニ転三転させ，畿度かの恐慌で大ぎな打撃を家っ
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て結局没落せざるを得なかった。

ベルギー銀行は発券放棄後，国立銀行の再割引を後楯として専ら商業銀行

として活動し，しかも，国立銀行株をはじめ手持の株式を売却して資産の流

動性を強めた。そして，この間当座貸越が若干増加しているのを別lこすれば，

新規の参与はみられなかった。

然し57年，この銀行は突如方針を一転して投機銀行と化し，全国鉄道資材

会社設立に参加して，スペイン，イタリアの鉄道株式@公社債の攻引に従事

したのみならず，自らもその保有高を急激に増大させた。然し， 63-4年恐

慌で子持の証券が暴落して手痛し、損害を蒙ったベノレギー銀行は， 65年，その

価格が回復していないにもかかわらず，損失を顧ずに手持の外国の株式@社

債を売却した。そして，ベノレギー鉄道事業の一方の中心人物であったブィリ

ッパーノレ Philippart(エノー炭鉱鉄道 Soci自edes Chemins de Fer des 

Bassin Houillier d u Haina ut，全国鉄道経営会社 SocieteGenerale d' 

Exploitation des Chemin de Fer)と連繋して危険な投機を企てた。即ち，

ベノレギー銀行は，フイリッパーノレ系企業に巨額の融資を与え，又，同系企業

の株式・社債を大量に購入した。 71年，エノー炭鉱鉄道は，国に買収され，

株式の一部は確定利付公債，残りは，変動利付公債(当該鉄道の収益により

利率決定)によって支払われたが，ベルギー銀行は，値上りを見越してエノ

ー炭鉱から変動利付公債を買収ったり 4分5厘社債と交換した。そして，こ

の操作に必要な資金を得るため，手持の株式を売却したのみならず， 73年

3，000万(払込2，140万)の資本金を 5，000万フランに増資した O しかし9

76年行員キント T.Kintの費消事件(2，380万フランの損失及び株式減価

130万) に加え，ブィリッパーノレによるプランスのクレディ・モピリエ乗取

失敗で1，500万フランの損失た蒙った O 乙のため 1880年には， 1， 500万フラ

ンに減資し， 85年清算された。町

なお，最後にこの時期のペノレギーの外国事業投資について触れておきたい。

ベルギー資本のドイツ進出は，コックリノレ家を別にしてもラ既に1830年代lこ

始まるが，主l乙国境近くのアーへンAachenラシュトノレベノレク Stolberg等の
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鉄，錫，亜鉛等の金属工業lこ限られていた。例えば， 1838年には， J. Pied-

boeufがアーへンやデュッセJレドjレブに金属加工工場を設立し， 37年， トゥ

{昔方

現 金

商 業 手 j臨

貸 1，j-
公 イ責

国立銀行株

4朱 式

社債(ベルギー)

社債(外 国)

抵 当 証 書

当座貸越(会社)

当座貸越(其の{山〉

貸方

貝í~ 本 f平広、

積 立 金

銀 イ丁 券

ネ土 債

当座借越(会社)

(その他)

4分 5厘社債

第23表ベルギー銀行貸借対照表

1850 1 附 |附|
7.9 1.3 1.3 

10.4 ラ.2 10.3 

5.9 2.1 3.ラ

0.1 1.6 

13.6 2.2 

8.ラ 3.6 ラ.6

6.1 

6.1 

3.8 2.6 1.3 

3.5 ラ.6 6.7 

2.6 2.8 6.8 

27.0 19.4 21.4 

0.8 0.4 1.2 

10.6 0.1 

6.0 14.7 

0.9 4.1 3.9 

2.6 3.8 8.7 

(百万フラン)

附-1--1874 
2.ラ 4.9 
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6.ラ ラ.8

1.2 一

2.5 I~ 110.4 
10.8 

21.4 50 

0.7 10.6 

7.5 11.8 

10.9 
3ラ.7

46.ラ

-)レネーの Doignonet Blatonは，エノレパーフェルトにガス工場を設立し

ている O そして， 1841年lこはラエッシュグァイラー Eschweilerで Firma

Tr. Michiels et Cie.が，輸入銑鉄による製鋼，圧延を始めた O この企業

は， 52年，ケノレンの大伺ノ¥銀行ーオッペンハイム Oppenheimの仲介でプラ

ンス資木を導入してフェニックス PhonixA. G. fur Bergbau und Hut-

tenbetriebとして新発足し，同社は 51年l乙設立されたプランス・ベノレギー

資本の「ライン鉱山製鉄会社JSociete des Mines et Fonderies du Rhin， 

Char1es Detillieux et Cie. (鉄鉱山と 4基の高炉所有)と合併して後のノレ

ーノレの大独占企業の礎をなした。石炭では， 47年，イギリスニベノレギー・ラ
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イン鉱業会社Eng1isch-Be1gischeGesellschaft der rheinischen Berg-

werke (デュッセノレドノレブ〉がロートハクゼン Rothausen~乙鉱区を獲得し，

52年， ライン=ベノレギー鉱山会社 Rheinisch-Be1gischeBergwerksge 

sellschaftが乙れを継承して，ベノレギ一系のダーノレブッシュ Dah1busch

炭鉱会社の出発点をなした。又， 56年，アノレプレヒト・ド・フライテノレ A1b-

recht De Gruyter et Cie.もアノレスターデンAlstaden炭鉱を獲得した。

一方，ずーノレ=ノレクセンフツレクで、は， 62年ずーノレブリュッケン鉄鉱=精錬会

社 HutteuwerkSaarbuckenとノレクセンブノレク鉱業会社 Societedes M 

ines du Luxembourg (N. Berger & V. Tesch)がベルギー資本によっ

て設立されている O ドイツ以外では，個人銀行ビショッフスハイムが53年ス

ペイン資本と協同で，1スペイシ鉛鉱会社JSociete pour 1a production du 

ZInc en Espagne (アストリア鉱山会社l'Asturienne des Mines)を

設立している他， フランス資本との合弁会社コノレファリー会社 Societede 

Corphalie (46年)は， 55年ジーガーラントの Siegerlandのニーダー・フ

イツシュパツハ Niederfischbachで亜鉛の鉱山@製錬会社を設立， 63年，同

ーグノレープはオーストリアニベノレギー金属工業会社 SocieteMetall ur giq ue 

Austro-Belgeを設立してオース卜リアで幾つかの鉱山経営に呆出した。又

71年は，ボヘミア炭鉱会社Societedes Charbonnages de Bohemeが設立

され，ファノレクナワ Fa1kenau炭鉱を収得し， 69年アントクエ Jレペン・グノレ

ブによる，ベノレギー・グィグスナエス鉱山会社 Cie.MiniereBelge de Vi-

gsnaesはノーノレクェーの同名の鉱山で銅 illi鉛の採掘に従事した。又，

1866年に設立されたソνェテ@ジェネラノレ系の鉄道会社ベノレギー鉄道 So-

ciete Belge de Chemin de Ferは， フランス東部のエペノレネー鉄道 (エ

ペノレネーニロミリ-Epernay-Romilly，ヂーノレブーノレニグーノレグミーヌ

Sarrebourg=Sarreguemine，ナンシ一二グェズリーズ Vezelise)の建設を

行なった。然し，在ドイツ企業の大部分はーグィエイユ・モンターニュ鉛鉱会

社，ダーノレブッシユヲアノレスターデン両炭鉱を別にすればーその後の資本集

中，金融資本の形成の中で， ドイツ系企業と合同し(フェニツクス，アノレベ
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ツドラグjレゼンキノレへン)ベノレギー資本の支配力は失われたし， ソシエテ-

vェネラノレ等のぺjレギ一大銀行も， ドイツの独占形成l乙全く j良湖:を践してい
なかった 10)

さてヲ乙のi時期lこ，オーストリア@ハンガリー帝国を舞台に，華々しい不

動産抵当金融業務を展開したのが，かの，19世紀のジョン@ロー」ラシグラ

γ@デュモンソー AndreLangrand-DumOllceauであった。彼は， ベノレ

ギー，オラシダで，主として生命保険会社 (RoyaleBelge-53年， Venno 

otschap Nederlalld， 58年)を設立し，ヴィーシlこくDerAnker>生命保

険をもって進出，60年，不動産抵当保険会社くVindsbona>を同地に設立し

た。そして，彼は，主としてハシガリーで，貴族領への抵当金融と，農民へ

の農地分譲，農業金融を営み，更にオーストリア@ハシガリーのみならず，

フラシス，ベルギーで農地や都市不動産の取引を行った。乙の問，彼は，ベ

ノレギーやオラシダヲ ドイツョイギリスで多数の不動産銀行の設立に携わりラ

その資金をハシガリーに導入し，一方，ローマ法王庁に働きかけて，ハシガ

リーのカトリック教会と提携し，その巨大な宮を自己の事業に引入れんと企

てている。然し，彼の事業は66年恐慌で大きな打撃を芸寄り，これに代る頼み

の綱，カシャワニオーデノレベノレク Kaschau-Oderberg，)レメリア Roumelie

両鉄道事業も認可を取ったのみで資本を調達することが出来ずに終り，結局

69年-73年にかけて，全事業が清算されてしまった。町

1) クレディ・モピリエやロートシルトを中心とする鉄道建設については， R. E. 

Carneron， .The Credit Mobi1ier and the econonuc Development of Europe' 

Journαl 0/ Political Ecouomy. LXI (19ラ3)pp.461~488. do.， Frαnceαnd the 

Economic Development 0/ Europe 1800-1914. Princeton， 1961. pp .14ラー326この

時期(18ラ0-70)に，約120億フランのフランス資本が輸出されているが，乙れはフラ

ンスのとの期の純貯蓄のYa-弘lと相当する。 Cameron，art. cit. p.461.ベルギ、

ーでも， 1853-58年，クレディ・モピリエ CreditMobilier Belgeが，個人銀行

(J. Bischoffsheim， E. Brugman， J. Oppenheim， De Pouhon)と， ベノレ

ギ、ー銀行頭取の地位をすでに退いていた， Ch. De Brouckere によって計画され

たが認可が得られず，又，アントウエルペン・グループの申請も同じく認可を受け

る乙とがIi~来なかった。蒸し，ベルギ{の場合，既存の投資銀行が， これを代行し



ラ4(ラ4) 経済学研究第20巻第1号

えたからであろう。

2) Chlepner， Marche Finαncier. pp.51-3. A. van Schoubroeckヲ L'Evolution 

des bαnqnes en foncμon de lαconjonctzιre de 18ラoa 1872. Gembloux， 19ラ1
1864年恐慌は，南北戦争による棉花11お賞によって， 東インド，エジプト， ブラ

ジノレ棉の輸入が激増し，イギリスの正貨が流出したためで，短期間の金融恐慌に止

った。乙れに対し， 66年恐慌は，鉄道ブームの終期を劃するもので， 63年に始まる

鉄道を中心とする拡張，殊に南北戦争終了に伴う，イギリスの資木輸出，鉄道資材

輸出による過剰生産~C起因した。との恐慌で，ロンドンのオーヴァレンド・ガーニ

ー商会 Overend，Gurney & Co.が支払停止に陥っている。メンデリソン， ["恐

慌の理論と歴史」第2分冊，第12章

3) <Cie. General巴sde Materiel de Chem.in de fer>は，合資会社 Pauwels

et Cie. (Molenbeek ~乙製作工場所有〉を継承したもので，更にパリ郊外クリシ­

Clichy にも工場を建設したが， とのために大きな損害を蒙り， 1866年の恐慌で

保有証券が暴落して，解散した o<Cie. Centrale>も株式・社債による受註のた

め， 66年危機に陥り，その工場を Societedl Exploitation (Phillipart)に該っ

7こ。 Chlepner.op. cit. p.51. 

4) これら個人銀行の大部分は，ヴィーン会議以後ベソレギーに移住して来た外国系で

ある。例えば， ビショッフスハイムは，マインツ出身のアムステノレダ、ムの個人銀行

L-R. Bischoffsheimのアントウェルペン支屈として発足し， 30年以後ブリユツ

セルを木拠とし， De Hirschと合名企業 Bischoffsheiu1-DeHirschとなった。

なお， 63年，同行は，既にラO年l乙パリ lと移転していた L.R.Bischoffsheimと，

パリ預金銀行 Banque de Depot de Parisを設立， 72年パリ銀行 Banqui)de 

Parisを吸収し，有名な「パリ・オラン夕、、銀行JBanque de Paris et Pays-Bas 

が生れた。同行は，ベルギーでも， Bischoffsheimの地盤を継承して，様々な金

融活動を行なった。

Brugmanは， 1888年Basleret Cic ~乙継承され 1909年ドイツ銀行 Deutsche

Bankの代理屈となった。

J. Oppenheim は， 18ヲ7年，ヴェネチアより来住した個人銀行 J.Erreraと
Errera-Oppenheim銀行を設立した。また，マク、、デ、ブソレク出身のユダヤ人 Fr.

Phi!ippsonは， 71年， Philippson-Horwitz et Cie.を設立し，又， Casselも，

1838年にブリュツセノレで個人銀行を設立したものである。又，アントウェルペンの

Krelingerはカルルスルーエ， Giesarは，エムス出身。Chlepner，'L' Etranger 

dans l' histoire econornique de la Belgique.' pp. 724-6. 

ラ) ["スペイン北部鉄道」は，マドリッドーイノレン lrun-フランス国境線633Km，ベ

ンタ・デ・パノズ Ventade Banosーアラル・デル， レイ Alardel Rey 91 Km 

合計724Kinの路線，資本金は 2億フランであった。 61年着工， 64年完通。 Sturu1er，
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α.a.O. S.179. 

6) Chlepner，op.clt.p.52文払停止に|給ったのは，Toscana Centrale. Livornesi， 

Varna， Granollers， Bra， Cordova-Malaga， Nederlandsche Centraal. 

7) パリの個人銀行， Hottinguer， Mallet， Louis de Frem.y， Baron de Haber. 

lとより64年設立， Carneron，αrt. cit. p.483. 

8) L. Avakian， 'Le rythme de developpeIHent d巴svoies ferrees巴nBelg-

ique cle 1834江1935.Bulleμn de zt Institut de Scιence Economiqne. U niversite 

Catholiqu巴 cl色 Louvain，VII. (1933) Tableau Annexes. Chlepner，ο'p.cit. 

P.ラ6.

9) Le Centenαire de S.G. p.107.ソシエテ・ジェネラノレは61年に，北部鉄道株の

8割を手放している。Malou，op.cit. Annexe XXIV 

10) Centenαire， p.108 

11) ibid. pp.117-8. 

12) Malou， op.cit. Annexe XXIV 

13)第40表.石炭業は， 18ラ2年と63年が不況のどん底にあり， 5Mj三， 63年が活況のピ

ークであったが，製鉄業は乙の右炭の高騰によって不況に陥った。しかし，混合企

業は，乙の影響を全く受けていない。同じく 66-7年の不況の時期にも石炭部門の

方は活況を呈していた。 A.Wibai1， 'La conioncture econon立iquede la sicl-

erurgie b巴Ige 1830-1913.' Bulletin de l' Institut des 5:ciences Economiques 

Univ Cαtholiq回 deLouvαin. V (1933). Pp.ラ2.ソジエテ・ジェネラlレは， 乙

の問石炭企業の集中を進め， 51年 Societedes Charbonnages reunis a Cbar-

leroiを68年， Societe des Charbonnages Unis cle l' Ouest cle Monsを設

立し，新たに， Nord clu Charleloi ( 50年)Grand-Buisson ( 57年)， Basse-

Sarnbre (56年)Esperence et Batterie， Val B巴noit(56年)~と参与した。

Centenαire， p.96. 

14)貯蓄金庫の預金口座は48年の 19，02ラより労年に 26，153K増加している。 Cente-

nαire， p.75. なお，本来の意味における預金は， 1869年，当座預金総額2，08ラ万

中， 1，250万， 73年には， 3，517万中1，150万フランであるが，口座数は71年で 423

1と過ぎない。乙の中には，地方公共団体の債券発行による一時的預金も合まれる o

Chlepner， op.cit. p.6ラ.

1ラ) Chlepner， op.cit. PP.67-8. S. Philipartは， 1874年，フランスの鉄道網

に支配の手を延ばさんとして，その株式を保有するクレディ・モビリエの乗取を企

てた。まず，彼は， 74年， 1"ベ、ルギ{商工銀行JBanque Belgεclu Cornmerce et 

de l' Industrie (Banque de 11 Union， Banque cle Travaux Pub1ics et du 

Credit Industirel Francais により 72年設立)のフランス系の株式を買収してそ

の終営を支配するやP その資金をもってクレディ・モピリエ株の買占めを図ったが，
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敗れ，結局，この銀行lこ800万フランの損欠を与えて破産させた。続いて彼は79年，

I政j主立告が?1111~了するや，ヨーロツノマ銀行 Banque Europdenne pour favoriser l' 

industrie， le COna.Thlerce et I' agriclllture (資本金2，ラ00万フラン)の設立にか

かり，自らその4/5に応募し，パリの LaPresseその仙の新聞を民収して，宣伝l乙務

め，再度8，500万を募集し，再びクレディ・モビリエ乗取の買占めに向った。こ

の銀行の株は， 800 フランまで高騰し，フィリツノ--?~)レは， 乙の相場を維持するた

め，大量の頁付を自ら行なったため，株価崩落後，パりから逃亡した。結局，ヨー

ロツパ銀行は，差額700万フランを弁済せざるを得なくなり，又，フイリッパール

は第2回の募集の際lζ，彼のもとの事業，フランス・オランダ銀行の株式による払

込を認めたが，それは，半額しか払込まれておらず，同行の破産l乙当って清算人か

ら残額支払を要求された。 ζのため，ヨーロツパ銀行は，更に 600万フランを支弘

うことを余儀なくされ， 80年破産した。

16) Chlepner， f)p.cit. Pp.ラ0，ラ3.L. Fr色re，op.cit. pp.143，148. J .R. Mar-

echal 'La contribution des belges et d巴sfrancais a l' essor de la grande 

industrie Allena.ande. Revue Universelle des Mines. 8e serie X][ ( 1937 ) 

1872年年に，ケルンの S.Oppenheirn & Cie.， ヴィーンの Creditanstalt，ア

ントウェノレペンの BanqueCentrale Anversoiseがドイツ=ベノレギー・ラプラタ

銀行 Deutsch-BelgischeLa Plata-Bankを設立し， 73年ドイツ銀行も出資し

た。しかし，ウルガイ政府への融資が焦付いて，何年破産。

17) cf. G. J acquernins， Lαngrand-Dumonceαu， Promoteur d' une puissαnce 

Financ必reCatholiq叩.5ton1es， Bruxelles. 1960-1963. 主要な企業は，この他

Les Renti巴rsReunis， '57. Banque I-Iypothecaire Belge. '60. Banque c1e 

Credit Foncier et Indnstriel.ヲ7.AIg巴rneeneMij. voor I-Iandel en Niiv 

erheid. '63. Ned. I-Iypotheekbank '61. Banque de Crec1it Foncier. '63. 

International Land Credit Co. 2{:[(フラン '64. Sachsische I-Iypothekenbank 

'64. Banque Internationale d巴 CreditAgricole 1 {j意フラン '65.Banque Gen-

eral pour Favoriser l' Agriculture et les Travaux Publics 3 {j意フラン， 64 

があり，いす、れも，株式会社の認可をベルギーでうることが出来ず，合資会社又は，

英国籍の株式会社の形成をとった。

N ベルギーの対外進出と銀行資本一(2) 独占形成期 (1873-1914)

1873年以降の大不況の中で，外国市場への依存度の著しく高いベルギー工

業は，大きな打撃を蒙ったが，それに止らず，世界経済の構造変化と，独占

形成(錬鉄より鋼鉄への移行，化学@電気産業の登場)の中で自らもこれに

対処して，新たな地位を確保する必要に迫られた。かくしてP ペノレギーはp
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資本輸出を通じて，その狭小な国内T[J"J0jを補完する輸1:1:'1T[i場を開jifiして行く

途を選ばさ守るを得なかった。そのため，ベノレギーは，ブリュツセノレの証券市

場を通じて，フランス等の外資を吸収しつつ，旧ロシアライタリア，スペイ

ン，エジプトヲ更には中国，南米，コンゴl乙多数の製鉄，電気，鉄道，化学

企業を設立して行き，帝国主義列強の一翼をなした。以下， 乙のu出羽におけ

るべjレギー経済の構造の変化と，銀行資本の役割を分析してみよう。

S 1 生産の集積と独占体の形成

ペノレギーは， 19世紀の30年代以降，他の諸国の立遅れの中で，ヨーロツパ

大陸の最先進国としての地位を確保して来たため，大不況期には，漸く産業

革命を終了したドイツと較ベラその対応は遅れ，電気@化学等の新興産業の

分野でもドイツの後躍を拝するのみであった。そして， 90年を過ぎてから漸

くドイツ，フランスを141して，鋼鉄生産では再び重要な位置を取戻す乙とが

出来たとはいえ，全体として，生産の集積=資本の集積・集中(独占形成)

は，ドイツ@フランスに比しでかなり立遅れた健，第ー次大戦を迎えたので

ある。

A 鉄 鋼 業約30年間，その錬鉄レーノレの生産で、は，その優秀な技術

と低い生産費をもってヨーローッパ市場で名声を怠ままにして来たベノレギー

製鉄業は，最後まで錬鉄生産に執着して，フランスのノーノレ地方と共に，鋼

鉄生産への切換が最も遅れた地方となった O ベノレギーにおける鋼鉄の大量生

産は，1863年にコックリル社が，71年にはアングレーノレ製鋼Acieresd' Ang 

leurが， それぞれぺッセマ一転炉建設したのに始まるが， 周知の通りこの

方法は低燐鉄鉱石を使用するか，もしくは外国のベツセマー銑鉄を輸入しな

ければならず，そのコスト高によって，錬鉄を駆遂する乙とが難かしかった。

しかも，この頃から， ζれまでベノレギー製鉄業l乙絶好の立地条件を賦与して

来たサンブノレニミューズ Sambre-et -Meuse河谷の赤鉄鉱はベルギーの増

大する需要を賄うことが出来なかったのみならず，その絶対量すら)成産を示

しレクセンブノレクからのミネット鉱輸入が激増した。一方，ベノレギーの炭

坑も，製鉄業の要求する上質コークス炭を十分に供給し得ぬため，ノレーノレやフ
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イギリス炭が，園内に迄進出して来る。こうした状況の中で，ベルギー製鉄

業は，ドイツlこ倣って， ミネット鉱にあるトーマス製鋼法を積脳的に採用す

べまであったにも拘らず，依然としてそれに消極的であり， 90il三l乙至っても

幾つかの製鉄企業が初めてベツセマ一転炉を建設した程であった。然し，機

械生産を中村Iとし，而も，スぺインl乙確保した鉱山より自社の専用船で鉱石

を輸入するコックリノレ社の場合を除いては，いずれもその高いコストの故に

成功せず，イ也の国では既に転落した錬鉄生産がベノレギーで93年l乙至っても鋼

鉄の 2倍lこ及ぶ有様であった O 乙うして，ベノレギー製鉄業は，その銑鉄生産

で、は，ロシア，オーストリアに追抜かれ，ドイツ鉄鋼業の躍進の中で20年近

く停滞し続けた。そして，漸く1893年以降本格的にトマス鋼生産に転換し，

例年のブリュツセノレ大博覧会において，はっきりとその進歩の跡を世界に顕

示した。そして，関税障涯によって遮られたロシア帝国に対しては資本進出

によって，その製鉄業の過半を押さえ，又，隣接のノレクセンフツレク， ドイツ

(ロートリングン) ，フランス(ロレーヌ)で，鉄鉱石や製鉄所を取得して

行なった。以下，主要な製鉄企業の集積・集中の過程を追跡してみよう。1)

コックリル株式会社機関車・兵器生産を始めとする機械製作部門を中心に，

製鉄，石炭部門を結ぶ乙の巨大な混合企業は，更に1872年，アントウェルペン(ホボ

ケン Hoboken)!と造船所を建設し，他の企業と異り機械，兵器・造船部門によって

安定した収益を上げていた。 92年に導入したベッセマー鋼生産は技術的に良い成績を

収めず，鋼鉄レールを原市町を割って販売せざるを得なかったが，漸く71年， 4つの転

炉で木格的生産K乗出し， 74年三つの新しい高炉で日産4-50トンのベッセマー銑

鉄を生産して， イギリスへの依存を断ち， 7ラ年lとスペインのソモロストロ鉱山会社

Societe franco-belge des Mines de Sornorostro設立に参加し， 4隻の鉱石専用

船による輸入を行なった結果，ベッセマー鋼生産lζ附随する原料問題を解決した。文，

88年には，大砲用の"7Jレテイン平炉を建設している。乙の結果， トマス法導入は著し

く遅れ漸く 1908年に始まるが，既K1888年lと， リユ{メリンゲン Rurnelingen(Jレク

センフツレク)に，97年にはエッテインゲン Othingen(オタンジュ Ottange，ドイツ

傾ロートリンゲン〉で208加の鉱区を獲得， 1903年には Mouton，Amerrnont-Dom.a 

mary両鉱山会社を支配していた。1911年にはミューズ鋼管会社 Societedes Tubes 

de la MeuseK参与している。一方，86年ーには禁止高高税関によって事実上失われたロ

シア市場を取戻すべく， Iワルシャワ製鋼」と合弁で， クリウ。オイログlこ南ロシア=
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ドニエプノレ製鉄株式会社 S.A. des Metal!ugique Dnieprevienne du Midi de 

la Russieを，労年単独でニコライエフ造船所 Soc.des Chantiers Naval， Atliers 

et Fonderies de N icolaiev， 94年には，アノレマズナイヤ炭鉱会社を設立している O

又，中国lとも，後l乙述べるように積極「削ζ進出した。上記の如き急速な企業成長の中

で，その設備資金調達のため，71年1，250万よりし500万への，1904年には 3，000万への

増資が行われ，又78年， 3，000万フランの社債を発行している。然し大規模な銀行か

らの借入，特定銀行との強い結びつきは認められない， 2) 

ウーグレ=マリエーS.A. des Haut←Fourneaux et Charbonnages d' Ougree-

Marihayeウーグレ製鉄は73年以降，錬鉄の販路閉塞lと苦しみ，高炉をベッセマー銑

用lζ改造したが，転炉は82年lと漸く建設された。(トマス鋼は98年)一方，ウーグレ

鉄工 Fabriquede Fer d' Ougreeは，鋼帯の製造で利益を上げており，鋼材の販

路確保を狙うウーグレ製鉄は， 92年乙れを合併して，ウーグレ株式会社を名乗った。

92~1900年の好況期には， レールへの偏りを避け，鋼小梁，型鋼の生産を拡大し南米，

極東，ロシアにその販路を求めた。又， 9ラ年，コックリ }V，エスペランスに続いてロ

シアに子会社，タガンログ Taganrog製鉄を設立した。又， 1900年lとは，マリエ炭

鉱株式会社 S.A. des Charbonnageo de Marihayeとその在ロシア企業，ウーペ

ンスク炭鉱会社を合併した。然し1901~ 2年の不況で，そのロシア企業は大きな損失

を蒙り，ウーグレ株式会社は，その後は，専ら近隣のjレクセンプルク，フランス(ロ

レーヌ)のミネット地帯で，欽鉱山や製鉄所を買収して行なった。 1903年には，シエ

及びヴィリューニモレーン両製鉄 S.des Hauts-Fourneaux de la Chiers. S. 

des Forges de Vireux-Molhainを計 2，290万フランで買収し， 1905年には， )レク

センフツレク(ドイツ関稲同盟内)のロデインゲン製鉄株式会社 S.A.des Hauts-

FOurneaux de Rodange (Rodingen)を支配し，又，国内でも， ミューズ鋼管，シ

ャトリノー製鉄に参与じ，ミネット地帯とベルギーを結ぶ。石炭・鉄鉱山，製鉄を含

む一大コンツエ Jレンを形成し，ベソレギー第一の生産量を誇った。 3)

エスペランス=ロンド製鉄 S.A. Metal!urgique d' Esperenc巴-Longdoz.専ら銑

鉄生産l乙携って来た乙の会社は，漸く63年l乙，加工部門として，薄板・ブリキのメイ

カー Dotheeet Cie. (Longdoz)を合併した。然し不況の中で， 77年資金確保のた

めその炭坑をコックザル社とマリエー炭鉱会社に譲渡じた。その後隣接の製鋼会社ア

ングレールが81年にベルギー最初のトマス転炉を建設するや，エスペランスはミネッ

ト鉱による銑鉄を供給する契約を結んだ。 92年l乙同製鋼が「スクレッサン製鉄」と合

併するやこの販路が失われたが，丁度との頃から多数のトマス転炉が建設され，とれ

を償う乙とが出来た。そして1908年には，自らもト 7 ス転炉を所有するに至る。一方，

ロシアには， 9ラ年進出し， rトゥラー製鉄JS.A.des Hauts田Fourneauxde Tou1a 
(2/ラ出資)を設立し， 99年には「トゥーラ圧延JLarninoire de Toulaげ/2参与)

を設立した。然しトゥーラ製鉄は，補助鍛鉄所買収のための資金を増資するととが出
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;;jミず， 2ヲO万フランの負債を負った億1912年破医した。圧延会社も本社より150万フラ

ンのfE入を行ったが， 1908年これを完済し，上町î~l;q 互の生産では主要な企業となった O

エスベランス社も， 1906年，ローレのヌブリエ-Brieyで， St. Pieue口刊llt，

S ezey， Conflans，の諸鉱山(C，ゲノレゼンキノレへン製鉄， Gelsellkirchens Berg-

merks A.G.コックリノレ，ウーグレと共に出資を行なっている。 4)

ソシヱテ・ジエネラル系諸企業 乙れ迄，ベルギー製鉄業を主導して来た，三つの

製鉄企業ば大不況中で大掛りな再編を受けねばならなくなった。まず，石炭業[ま，製

鉄業にとって何等の利点も与えなくなったため，マノレシネJレ二クイエMarcinelleet 

Coui1letとシャトリノ一 Chate1ineauは，後者の右炭部門を切難し (Soc.de Ch-

arbonnage du Gouffre)合併してクイエ製鉄S.A. de Couilletとなり，スクレッ

サン製鉄も，初年その石炭部門を独立させ (Soc.de Charbonmige de Bassin d' 

Avroy)資本金350万フランの製鉄会社とじて新発足した。然し 90年以降，市況が回

復しでも鋼鉄の競争に苦しめられた結果， 92年，同社は既にトマス鋼生産に十分な設

備を擁していたアングレーノレ製鋼 Acieried' Angleurと合同し，クイエも93年ト

マス転炉建設に踏切った。労年には，ソシエテ・ジェネラルは，アングレー}V，サン

・レオナーノレ製鋼 St.Leonardと共1C，ペテルスブノレクの「外国銀行」 の参加を得

て，ロシア=ベ、ノレギー製鉄会社 S.A. Metallurgique Russo-Belge (資本金800万

ルーフツレ二2，166万フラン)を設立し，同社は，南ロシア二ドニエフ。ノレ製鉄と肩を並

べる，南ロシア最大の優秀企業となった。然し，クイエ製鉄は， 1900-190雪年の不況

で1，200万フランの損失を出し，その石炭部門を切離し，設備をフランス資本のエノ

ー会社 Usine de Hainaut に貸与し，続いてこれを同社に譲渡するに至った。 5)

なお，このような，ソシエテ・ジェネラlレ系の不振に引換えJ鋼の時代」に入って

から，幾つかの巨大な製鉄企業が誕生している。例えば，サンプノレニモーゼ、jレS.A.

Metallurgique de Sambre-et-Moseslle. (ドイツ系， 1898年 Forgeset U sine de 

Monceau-sur-Sambreを基に発足) アトゥスニグリヴニェ S.A. d' Athus-

Grivegnee，プロヴイダンス Providence，テイ・ノレ・シャトー Thy-le-Chateau等。6)

さて， 1913年におけるべノレギーの主要な鉄鋼生産を示すものが第24表であ

る。ここで‘は，技術的な連闘を持たぬ在ロシア企業は考ー察から外すとして，

一応 }レクセンフツレク，ローレヌにおけるベルギー企業の生産高をも含めた。

乙の表に掲げた諸企業は，ベルギーの鉄・鋼生産の8596を占めているから，

一見した所，生産の集積の度合は著しく高いように見えるが，経営規模から

いっても，企業規模から論じても，その集積は，ドイツ，フランス，ルクセ

ンブjレクの大企業に比して著しく劣り，一工場当りの製鋼能力は，イギリス
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第24表ベルギー主要鉄鋼企業 1913年現在単位千トン

おb 鉄 鋼 欽

1 Ougree-Marihaye* 396 (十271) 270 (十1ラ1)

2 Sam.bre-et-Mosel1e 360 270 

3 Hainaut 250 135 

4 Cockerill 230 180 

ラProvidence* 170(+190) 195 (十185)

6 Espernce-Longdoz 170 13ラ

7 Thy-Ie-Chateau 155 155 

8 Athus-Grivegne巴 190 115 

9 Monceau-St. Fiacre 145 80 

10 Clabecq 120 110 

11 ChateIineau 95 40 

12 Angleur 95 90 

13 Musson 3ラ

14 Usines Boel 120 120 

15 Sud de ChateIinleau 3ラ 30 

16 Ha1anzy 35 

17 Mont Cheret 30 

18 Union des Aci巴ries 12 

Pound and Parker， op.cit. p.371 

*( )内ノレクセンフツレク及びローレヌ所在工場を表示

第25表高炉一基当り平均年生産 (単位:トン)

| 云Jv手工| ドイツ | イギリス | アメリカ l フランス
1870 12|795 。 443

1 880 I 20 11 I 14 8.7ラ 8.6

1 890 22 21 19 30 

1 900 27 31 22.ラ 60 

1 905 32.75ラ 40 26 100 

De Laveley巴，‘Apercuhistorique cle la siclerugie belge. RC1Ilw 

Economique Internationαle. ]uin 1911. p.1ラ

16.ラ

22 

25 

ときして変らなかった。そして，従来ベノレギーの備えていた銑鉄生産におけ

る技術的優位も， ドイツに倣られている第25表)然し，ベノレギーの場合

は，イギリスと呉って， 90年代から， E ネット拡によるトマス鋼生産に転換
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第26表製鉄労働者賃金の国際比較 (マノレク/日)

1 870 1 880 1 890 1 9 0 0 

3.01 3.14 2.90 2.65 

4.01 4.46 4.64 5.16 

ベルリン 4.76 ラ.87

ロンドン 6.13 6.48 6.48 

ボストン 14.6ラ 10.24 10.13 

P. van Moeseke， op.cit. p.315 

第27表製品輸出価格 (シリング/トン)

棒鋼

一一一一一円万五 I<<}V~'-江司ィギリス北東海岸

1896-1900 126 120 122 

1901 - 1905 102 100 125 

1906-1910 105 105 133 

レーノレ

!ドイ Y輸出(国境)1ベルギーf.o.b.1イギリスf.o.b

1890-18941 96 92 92 

189ラ 1899 102 90 90 

1900-1904 103 99 112 

190ラ 1909 108 106 116 

D.L. Burn， The Economic History olSteel Mαking. Cambridge 1940. pp.103，109 

1912年

銑鉄消費 3，069 

(生産 2303)
輸出 17 

愉入 780 

第28表ベルギー鉄鋼業の製品構成 (1，000トン)

パドjルレ鋭 l防雪引lい→屑i鉄3決(192..….ド.....……..….υ..….一...….い......….口..….υ..….い...….い..完成品 3お3ラ
(国産 U 
4 輸入 84 

鋳物銑 95…-……...・ H ・..…...・ H ・..・……...・ H ・..鋳物 73

製鋼用銑 2，700+屑鉄 225……-…・粗鋼 2，515 
I Iトマス銅 2乙，2万5兄2¥L 

量蔽実 2 ，鵠矧;話諮鈎;詰お~) I (平 炉 銅 臼
1 ¥第一次鋳鋼 6臼2/

一一一一一一→銅塊 1，5♂ラ刃27
特殊銑.一…….リ….い....……..….リ.一…….い....・ H ・-……...・ H ・-…..........・ H ・-電気銅

(献 13) 特殊鋼
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加工品 1，903 

鋼 片 610 線材，棒鋼，棒軸)

型
144 

錦j 177 屈線，たが

lljiL 条 339 部板，厚板 251 

帯j:lìij ，王|工 !I!I~ 40 ブリキ 119 

鍛制 9 
梁 214 

H. G巴hrigu. H. Waentig， hrsg. von， Belgiens Vol!cswirtschαift. Leipzig 

u. Ber1in 88.178 

第29表ベルギー鉄鋼製品輸出入 (機械を除く， 1912年度〕

!扮 出|輸ち入
数量|金額 i数量| 額
(万トン) I (万フラン) I (万トン) I 万フラン〕

半 製 口口口* 11.2 1，410 8.8 1，400 

加工鋳物 2.35 370 0.65 100 

梁，棒欽鋼 9.8 1，440 0.18 30 

!IリL 条 17.3 2，410 0.69 95 

τiVj: 板 19.5 3，260 2.52 420 

其 の {山 63.2 10，930 4.16 1，090 

Belgiens Volkswirtschαift 8.179 

*第一次鋳物，鋼片，鉄鋼塊，厚板，未加工薄板

第30表鉄鋼製品輸出構成の国際比較 1913年(単位 1万トン)

!イギリス|ドイツ|アメリカヒ竺二

銑 }J( 112.4 8ラ.6 28.7 1.7 

銅 JfIb， ~:I，'(~ 片 0.4 70.1 23.0 15.9 

場L /在、 ラ0.7 50.1 45.3 16.5 

構 3、旦凡 針H 12.2 ラ5.7 36.7 9.6 

厚 板 13.6 46.1 

五F ;JJiZ 14.0 14.9 
19.6 

13.3 

DJi. 鉛 鉄 iJJi 
5.4 

フ キ 49.4 
0.6 

7.3 

棒鋼，型銅，帯銅 43.8 117.3 27.2 65.0 

線 材 6.1 46.3 30.0 6.6 

錬， i同 タ~f 16.ラ 30.7 

鋳 物 管 23.5 7.3 
28.2 0.6 

*シート・パーを含むと考えられる。 Burn.op.cit. p.331 



64 (64) 経済学研究第20巻第 1号

第31表第一次大戦前主要国組鋼生産高 (単位:千トン)

~ i'X I勺τητ7オドイツ|フラでご川一rm-界
1870 230 70 170 61 4 700 

187ラ 719 396 347 230 ラ4 1，900 
1880 1，316 1，267 733 368 132 4，400 
188ラ 1，918 1，739 1，203 535 1ララ 6，300 
1890 3，636 4，346 2，232 683 248 12，400 
1895 3，312 6，213 4，025 876 455 16，300 

1900 4，ヲ79 10，3ラ1 6，646 1，ラ65 65ラ 28，300 
1905 ラ，908 20，344 10，067 2，255 1，227 45，220 

6，476 26，ラ12 3，413 1，94ラ 60，500 

1913 7，786 31，802 18，935 4，686 2，467 76，500 

J .C. Carr and羽 Tap1in，History 0/ the Briμsh Steel fndustry. Cam.bridge 

lVIass. 1962 ベルギーは C.Reuss et al.， op.cit. Annexe statistique 8. 

第6図主要国鉄鋼輸出高

D.L. Burn， op.cit. 且blesJI[， V，IV，四，XXVI

11 

英
トン

600 

，'i¥ 
J、、.-

500 

200 

，戸‘
一，一，一‘，〆，、，〆， ， 

ーλ/
;..IV'-

1叩;、

ー.
フランス

λ
八
口

一
八
八
五

八
九
O

λ
九
五

九
口
口

九
口
五

JL 

O 



ベソレギー金融資本の成立と発展 O[) 石坂 臼 (6ラ)

し，炭鉱の一部やコークス炉を保持し，ガス・エンジンも積極的に利用する

等，混合企業としての利点をある程度まで活用し得た。そして，ベノレギーは，

その相対的低賃銀を武器として，大量生産の可能な，半製品，第一次加工品，

レーノレの輸出を増大させた。 1905年以降は， レーノレの比重が低下し，代って

イギリス市場を主とする半製品，第一次加工品の輸出がその主力をなしてい

る。 7)

このように，輸出依存度の著しく高い一約間労ーベノレギー鉄鋼業にとって

は，高率関税による園内市場独占と外国におけるダンピングは無意味で， 73

年に自由貿易体制に移行してからは，関税は10%に止った。そのため，園内

のカノレテノレもいずれも短命に終り，最初の本格的鉄鋼カ Jレテル 0905年)は，

むしろ，国際レーノレ@カノレテノレ InternationalRail Pool ~乙対応して出来た

ものであった O これは9つの企業の共販会社 Comptoiredes Acieries B-

elgesの形をとったが愉出については，何等の拘束力ももたなかったので

ある。 8)

B 石 炭 業産業革命以来ベノレギーの経済発展の重要な支柱であ

った石炭産業は，大不況以降，深刻な危機に直面するに至る O 早くから炭坑

が開発されていたため，度々企業集中が行われたにも拘らず，大小多数の業

者の坑区が錯綜し，いきおい，合理化が妨げられることとなった。炭層の深

化に伴って，生産費は上昇する一方であったのに引換え，生産条件の勝った

ノレーノレや北フランス(パ・ド・カレー Pasde Calais)炭田との競争で，ベ

ノレギー炭はノレクセンブノレクや束フランス市場から追われ，圏内市場にすら jレ

ーノレ炭の侵入を見た。ベノレギ一石炭生産量の約%を支配するソシエテ・ジェ

ネラノレは，勿論，その支配下にある企業の集中と合理化を進め， 68年には，

百モンス連合石炭会社 Societedes Charbonnages Unis-Ouest de Mons 

を発足させ，又，カルテル結成に指導的役割を演じた。然し，移しい群小炭

坑までも全国カルテノレに統合する乙とは難ししせいぜい地域カルテノレが不

卜分な機能を発揮したに止った。そして1900年以降コークス炭の不足が著し

くなるや， ドイツ炭が隣接のリエージュ地方のみならず海路アントウエノレペ
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第32表ベルギー石炭生産及び輸出入 1912年度(百万トン〉

j采 掘 可I司Lγ 22.97 

輸 出 高 7.08 

石 炭 5.06 

コーク ス* 1.46 

ブリケ y 卜料 O.ラ7

輸 入 寸i司T 9.78 

石 炭 8.13 

コーク ス本 1.25 

ブリケ y ト料 0.40 

|ι| 内 ?百 資 25.66 

Belgiens Volkswirtshαft， 8.154 

* 石炭量lと換算 76.ラ%
料石炭量l乙換算1l0.0%

ンにも送られた。こうしてベノレギーは，依然その生産高の%弱を輸出したと

はいえ，これを上廻る輸入を余儀なくされ，就中コークス炭の%を外国に仰

いだ。(第32表)コークス生産は全国に22企業38工場を数えたが， 1894年，

全ベ、jレギー・コークス・カノレデノレ Syndicatdes cokes B己1geが， 製主~l所

の自家生産を除く，市販コークスの殆んどー約40%ーを支配し，ドイツのJレ

ーJレ@コークス・シンデ、イケートと協定を結んだ。このためコークス炉のみ

は石炭業に比して安定した利潤を得ることが出来たが， ソシエテ・ジェネラ

ノレは，乙乙でも主導的役割を損じている。なお，採算の悪化したエノーに代

って，北部のケンペン(カンピーヌ)Kempen (Campine)炭田が開発され

始めたが， ソシエテ・ジェネラルは， 1907年 Societedes Charbonnages 

Andre-Dumont sous Asch， Societe de Recherches et de l' exploita-

ntin Andre-Dumont sous Asch両社の株式の大部分を引受け， S.A. des 

Charbonnages de Beeringen tとも重要な参与を行なっている。

C 亜 錨ベノレギーは，ヨーロッパ第二の亜鉛生産国で，世界

の粗亜亜鉛の2096を生産していた。この分野には9つの株式会社を含む11の

企業が， 600の炉と 5万の坊禍， 6つの圧延工場(35の圧延機)を擁し，

8，500人の精鋭， 750人の圧延労働者を雇仙ーしていた O 乙のうち，最も古く，
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最大の企業は，グイエイユ・モンターニュ鉛業会社 Societedes Mines et 

Fonderies de Zinc de la Viei11e-Montagne 0805年創立， 37年ベルギー

銀行の援助で株式会社へ改組)で，ベルギーの粗亜鉛生産の36.5必を支配し，

ドイツのギーシエ Giescheと並ぶ国際企業であった O 同社はクレディ・モ

ピリエ等のフランス資本の出資で，園内のみならず，スペイン，フランス，イ

タリア(サノレディニア)テュニスヲアノレジュリア， ドイツ，スワェーデンフ

イギリス等lこ鉱山を取得し，その精錬圧延工場は，園内のアングレール

Angleur，サン@レオナーノレ St.Leonard，グァランタン@コック Valentin

-Cocqフローヌ Floneの他，ドイツ (Oberhausen，Neu-Wesel， Borb-

eck) ，フランス (Viviez-Penchot，Lavallois Dangu， Haumont)にも

多数の工場を所有する。乙の会社は，著しい過小資本(1860-1914年911.25

万フラン， 1914年1，200万)の俸で過し，内部留保と，一部借入れによって

資金を調達して来た。ソシエテ・ジュネラノレは， 1851年300万フランを融資

し， 52年l乙2，000株を所有， 55年に交互計算勘定を聞いているが，大戦直前

の時点では，同社との緊密な金融上の結びつきは認められない。町

D 化 学 19世紀末の大不況からの脱出を支える要因のーっと

なった化学工業においても，ベノレギーは，ターノレ染料工業でドイツに圧倒さ

れた。然し，ガラス工業と結びついたソーダ工業では， ζれまでのイギリス，

フランスのノレプラン LeB1anc法による独占を打破る， アンモニア=ソー

ダ法を発明したソノレグエ-Ernest Solvayが，その量産化lこ成功し，忽ちに

して，ヨーロッパ，アメリカに跨る大コンツエノレンを形成した。ソノレグエー

は， 61年特許を得， 63年lζ，弁護士ピルメ EudorePirmezの出資でソノレグ

エ一合資会社を設立したが， 65年経営が危機に陥り，ランベーノレ Lambertが

新たに乙れに加わった。そして， 73年量産(日産12トン)に成功した後は，

ノレ@プラン法を急速に駆逐して行った。ソノレグエ一社はラ ドイツ 5，フラン

ス2，オーストリア・ハンガリー，スペイン，イタリア各1の工場を設け，

イギリスでブノレンナー及びモンド SirJobn Brunner， Ludwig Mondと，

ロシアではリュビモフ J-J. Lubimoff(Societe Lubimoff， Solvay et Cie) 
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と，アメリカではハザード， R.C.Hazard (Solvay Process Co.)と提携し

て，合弁会社を設立した。そして，これらのソノレグエ一系工場はラ 1912年に

は160万トンのソーダを生産した。うちベ、Jレギーの工場i(COU日let)は， 3万

トンを占める O ベノレギーはラ乙の他ドイツから 5，000トンを輸入し，他方1万

トンをラスカンティナグィア，オランダヲイタリアlこ輸出していた。食塩は，

ソノレグエ一社がドイツに所有する塩山より，アンモニアは，国内のコークス

炉より供給されている。このように，ソノレグェ一社は，その巨大な特別利潤

をもとに蓄積を進めて来ており，最近までその同族企業の形態を改めること

がなかった。町

豆電 機 19世紀末までシドイツの電機産業に全面的に依存し

ていたため，ベノレギーの当該産業は不振を続けていた。わずかに， 78年に誕

生した At邑lierTurbineが68年 Electriciteet Hydrauliqueとなって細

々と生産を続けていたが， 1900年恐慌と，ロシアにおける損失で破産に瀕し

た。これが救ったのが，後に述べる，ヨーロッパ各地に多数の電鉄会社を経

営するアンパン男 Barond' Epmainで，彼の手で，資本金 300万フラン

のシャノレノレロワ電機製作会社 Societedes Atεliers de Construction Ele-

ctripue a Charleroiが誕生した。この会社は， 12年1，200万に増資され，

大戦前夜には1，800人の職員と 5，800人の労働者を雇傭していた。その製品

は，発電機，蓄電器，市電用モーターを主とし，ドイツの大企業には及ばぬ

にせよ，ベノレギーの電鉄資本と結びつつ，世界市場に一定の地位を確保しえ

たのである。(第33表)

第33表ベルギー電機工業生産及輸出額 ( 1万フラン)

1生産|輸出
発電機・変圧器，配電掠 1，300 I 36日

電信電話器，拡声機，報知機 600 I 580 

電線，絶縁ケーブル 320 I 8ラ

蓄 電池 100 I 10 

電球，炭素棒， I羽 I!JJ器 1105  

Belgιens Volks叩Lrぉchα1ft.S.183 
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F ガラス工業ベルギーのガラス工業は，ヨーロツパにおいて有力

な地位を占め， 1912年現在， 69企業(76工場3，200人)中 46が株式会社

(資本金総額5，500万フラン)でドイツ，フランス，オランダ，オーストリ

ア，イギ、リスラアメリカ資本が参与していた。うち24工場が窓ガラス 05，0

OOA) ， 10が鏡 (7，500人)ラ理工場3(850ノ'，，)，クリスタノレガラス工場4

及び装飾ガラス工場30(7，500人)特殊ガラス 5工場 (850人)であった。乙

のうちヲクリスタノレ@ガラスのグア Jレ・ナン・ランベーノレ会社 Societede 

Val-St. Lambert (1879年設立300万フラン)は，世界第二の生産を誇り

5，000人以上の労働者を雇傭する O 同社は，ソシエテ・ジェネラ Jレの子会社

Manufacture de GlaceとCie.des Cristalleries et Verreries Namuroise 

の設立にかかるが， 1902年前者が破産し，ソシエテ・ジェネラルは社債と引

換に，同社の株式を取得した。ベルギーのガラス工業の輸出依存度は著しく

高く(5/6)うちイギ、リスが1/3を占め，残りをアメリカ，カナダ，南米諸国，

オーストラリア，中国，日本等で分け合っている。ガラス工業は，既に第一

次大戦前から強力な国際カノレテルの形成された分野で，ベルギーはその中心

であった。例えば， 1912年の国際鏡カ JレテノレlnternationaleSpiegelglas-

syndikatは， ドイツ，ベノレギー，オーストリア，オランダ，イタリア，フ

ランスの殆んどのメーカーを組織し，ブリュツセノレに本部を置き，世界産額

の約半ばを支配(うちベノレギーの割当は25タのした。又， 1912年から，原料

・半製品の購買カ Jレテノレ(ドイツ，オーストリア，オランダ，フランスれベ

ノレギーの13企業)Union continentale commerciale de Glaceries に5つ

のベノレギー企業が参加している。又，園内で、は，カナダ，インド，中国への

輸出組合 Comptoird' exportation des verres a vitresと窓ガラスの連

合会 Associationdes martres de verreries belgeの如き強力な組織が作

られていた。日)

以上概観して来た通り，第一次大戦前のベノレギーにおいては，外国市場に

依存しつつ生産の集積を行い，自らも外国に多数の企業を支配する，鉄鋼，
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亜鉛，ソーダヲガラス等の巨大な独占体が形成されたが，他方国内市場lこ依

存する。消費財を生産部門では，その市場の狭!監さの故lこ9 集積・集中が進

まず，中小企業が支配的な分野となった。こうした，独占形成に対応する銀

行資本の再編を次に分析して見ょう。叫町

S 2 銀行資本16)

ベノレギー銀行没落と相前後して，個人銀行ーやフランス， ドイツ資本の手で

幾つかの重要な銀行が誕生し，そのあるものは投資銀行として急速に成長を

遂げつつあったが，この時期のソシエテ@ジェネラノレの優位は圧倒的で，そ

の系列行も合せると，全国67銀行の自己資金や債務の1/3を占めるに至った。

一方，ベルギーにおいては，国立銀行の寛大な手形再割引政策のため，群小

の地方中小銀行が陶汰されずに残り，都市銀行による吸収が遅れていたが，

ソシエテ・ジェネラルは，大不況以降，新設や参与によって18行を系列下に

置いた O そして，外国でも，フランスの個人銀行と共同でパリ合同銀行

第34表第一次大戦前のベルギー主要銀行

主良 イ丁 名

1. Societe Gerarale 

2. Caisse Generale de 

Reports et de Depots 

3. Banque B巴Igepour l' 

Etranger 

4. Banque d' Ahversois 

5. Credit General Liegeois 

6. Credit Anversois 

7. Banque Centr. Anversois 

8. Banque Generale Belge 

9. Banque Intern. de 

Bruxelles 

10. Banque de Bruxelles 

11. Banque d' Outremer 

( 1913年12月31日現在，金額百万フラン単位)

l払込資本金|積立金|債 務| 計

39 

20 

30 

2ラ

30 

26 

18 

9 

30 

25 

34 

67 

20 

20 

10 

6 

9 

3 

15 

2 

10 

382 

382 

134 

112 

109 

107 

83 

92 
ラ6

73 

ララ

488 

422 

16ラ

lラ7

149 

139 

110 

104 

101 

100 

99 

Chlepner， Marchf; Fiαncier. p .97 
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Banque cle l' Union Parisienne 0904年) 17)を，又，イタリア資本の参

加によって，ブラジjレでの金融活動の便宜を計るべくイタリ一二ベノレギー銀

行を 0911年)ヲ中国では，ベノレギー外国銀行旧中国二ベルギー銀行，

1913年)をそれぞれ設立又は支配した。

さて，この時期のソシエテ・ジェネラノレの経営を貸借対照表や損益計算を

参照しながら検11すしてみよう。まず，借方では商業手形lこ比して，株式，交

互計算信用の増大が著しい。然し，第37表が示す通り，その株式の40必は銀

行株によって占められている点に注意せねばならない。しかも，その系列下

の地方銀行は，所在地毎に特色を持っているとはいっても，その業務は一交

借 方

現 金 ラ 3 ラ 6 12 

商業手形 35 20 32 48 63 

系列銀行債務 2 3 3 3 5 

当座貸越 27 57 38 58 108 

担保貸付 2 3 ラ 1ラ

公 {責 19 22 17 13 ラ8

社 イ責 10 4 19 

4米 式 90 81 97 116 186 

l封 資 11 22 

不 動 産 l 2 2 

貸 方
五、~ 木 ノ二日、ム 32.8 32.8 32.8 32.8 32.8 

3L 金 46 48 ラ4 ラ6 66 

貯蓄金庫預金 14 15 16 22 37 

社 {資 37 38 39 36 57 

JJj 金 29 17 27 47 142 

当座借越 14 35 36 70 146 

損 益 7 4 2 6 10 

第35表 ソシエテ・ジェネラル貸借対照表

1187511880118891190011913 

1~~ 式 7長託

180 
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52 
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Chlepner， Marche Financιer， p.98 
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第36表-1 ソシヱテ・ジェネラル系列地方銀行

を良 行 名

1. Banque d' Anvers 

2. Banque de Hainaut 

3. Banque Centrale de Sambre 

4. Banque de Verviers 

ラ BanqueCentrale de Limbourg 

6. Banque de Courtrai 

7. Banque Centrale de N amur 

8. Banque Centrale de la Dyle 

9. Banque de Gand 

10. Banque de la Flandre Occidentale 

11. Banque Centrale Tournaisjenne 

12. Banque Generale de Liege 

13. Banque Generale de Centre 

14. Banque de Rouler-Thie1t 

1ラ BanqueCentrale de Meuse 

16. Banque de Huy 

17. Banque Centrale de la Dendre 

18. Banque Generale dノOstende

単位:百万フラン年次は，ソシ

エテジェネラノレの参与開始年

|τ-友「註1司債務
1823 45 112 

1872 4.5 6.8 

1872 3.1 4.6 

1873 2.5 4.5 

1873 0.4 0.9 

1873 1.ラ 2.7 

1874 1.0 2.1 

1881 1.0 2.7 

1881 10 53 

1881 3 8 

1881 2 7 

1882 10 54 

1903 6 19 

1906 2.5 15 

1907 2 6 

1909 ? ? 

1910 2.6 16 

1913 ワ ワ

Chlepner， Mαlche Flnancier pp. 63， 100-105. 

第36表-II ソシエテ・ジェネラル系銀行の比重 (百万フラン〕

|資木金・積立金| 債 務

ソ シエテ・ジェネ ラ ノレ 106 382 

系 列 地 方 銀 行(18行) 8ラ.1 309.3 

特 殊 童英 行* ( 3行) 64 422 

計ー 2ララ.1 1，113.3 

全 国 総 計 (67fT) 731 3，009 

比 率(%) 34.9 37.0 

* Banque Belge pour l' Etranger， Banque， Bresi1ienne Italo-Belge， 
Banque de l' Union Anversois (Credit Foncier de Be1gique.は，不詳)
Chlepner. Marche Financier pp.63， 94， 100-105.より作成，地方銀行につ

いての数字中， 2-7は， 1875年末のもの
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(1913年12月31日現在)

l 比 率一
帳簿価格(フラン I.l-U(銘)

石坂ベノレェドー金融資木の成立と発展 (rr)

ソシエテ・ジェネラル保有様式第37表

0

5

4

1

0

0

 

内

ノ

“

噌

E
A

噌

E

l

a

n

守

噌

E
A

37，673，862 
28，339，700 
24，969，000 
1，579，800 
74，932，250 

18，737，050 

道

炭

属

気

行

他

鉄

石

金

電

銀

其
の

100 186，231，662 

Van der Va1k. t.α.p b1z. 4ラ， Aantekening 2 

*傾面価格と市場価格の中間値

計j告

1889 

石 1.95 1.68 2.13 2.22 

鉄 1.50 2.69 2.79 1.ラ4

金 0.36 0.40 2.00 2.18 

銀 6.11 ラ.9ラ 6.59 6.08 

其 の 2.40 1.17 1.88 1.89 

(%) 

1 1888 

ソシエテ・ジェネラル保有株式配当率

|附|附
第38表

均 2.36 I 2.74 I 3.10 I 

F. Baudhuin， Le Capitα1 de 1αBelgique et le Rθndement de son fndustrie 

αuαnt la guerre. Louvain， 1924 p.101 

2.77 平
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第39表主要部門別対投下資本収益率

長4 坦|石 炭|金 属|山道|銀 行 I~也氏地 i電気・ガス
1894 3.0 ラ.1 1.ラ 7.1 

189ラ 1.4 ラ.0 4.6 8.2 

1896 2.4 10.2 4.3 7.8 

1897 6.7 7.ラ 4.7 8.0 

1898 6.2 5.6 4.4 9.2 

1899 8.0 ラ.3 4.7 8.3 

1900 12.3 4.6 6.1 7.3 

1901 11.3 0.4 3.0 - 1.6 

1902 4.9 4.6 0.1 ラ.4

1903 3.7 - 7.0 3.7 0.9 

1904 -0.7 7.6 2.6 6.1 

1905 -1.1 1.1 3.2 ラ.1

1906 7.1 ーラ.5 ラ.3 7.1 

1907 7.5 0.6 2.8 8.4 

1908 7.9 2.7 2.9 7.9 

1909 6.7 2.9 ラ.3 8.3 

1910 3.2 4.1 4.3 8.8 

1911 3.5 4.3 6.0 8.3 

1912 5.5 1.1 4.1 8.5 

1913 0.5 6.6 雪.7 8.3 

1901-13平均 4.5 0.2 4.1 6.6 

Baudhuin， op.cit Tableaux-Annexes V-XVllによる。
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互計算信用による多少の貸越を別lこすれば一短期信用を主としていたし，又，

ソシエテ・ジェネラノレの交互計算信用の中には，対銀行の勘定も含まれてい

た。そして，大不況以降，銀行株は，他の諸産業lと比して遥かに安定した高

い配当をもたらしたのである。従って，全体として，この時期のソシエテ・

ジェネラノレの収益の最も重要な部門が正規の銀行業務から得られていたこと

は，十分に推測できょう。その他の重要な参与部門は，鉄道，金属，石炭で

あるが(第37表)，石炭産業の収益は，前に述べたよ悪化しつつあった。

製鉄業においても，ソシエテ@ジェネラノレは，ロシア=ベノレギー製鉄を除い

て，大企業を支配していなかった。鉄道では， 80年ーまでは遠距離鉄道に， 80 

年以降は，-m街鉄道(北フランス，ブリュツセノレp オデツナ) ~乙向資してお
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Le Centenaire de 1αSociete Generαle d，冶Belgique1822--1922， p.1ラ6

20世90年以降もメキシコやスペインの鉄道に参与しているとはいえ，り，

コンゴ植民地に紀l乙入ってからは積極的な進出は見られなくなった。一方，

ソシエテ・ジェネラノレは，海外銀行 Banqued' Outremerの設ついては，

コンゴの開発は軌道に乗っ立に加り，多くの企業の株式発行を引受けたが，

そのノfイオニアの役割は他に譲ってソシエテ・ジェネラノレ自身，ておらず，

い7こ。

ソνェテ ・vェネラルは，巨額の内部留保と預金を擁していこのように，

この時期には，参与については著しく消極的であり，地方銀たにも拘らず，

正規の金融業務l乙力点を移し，又，外国債行をも合めた支居網強化lこより，

トマス法ソシエテ・ジェネラノレは，の発行に主たる関心があった。かくて，

導入による製鉄企業の集積・集中の過程で，かえって，大独占体との関係を

これを新興財閥あ電鉄あるいは植民地産業についても，電気・化学，弱め，

るいは企業会社 trustfinancierの手に委ねた。

ソジエテ・ジェネラル系以外の銀行の中で，最大の資金量を誇って

いたのがルポール=預金金庫 Caissede Report et des Depotsである

さて，
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その名祢の通り株式担保金融を業務とし，商業銀行ないし信用ζれは，が，

これに次ぐものがリエ銀行ではなかったので差当り考察の対象外に置乙う O

ージュ信用銀行 CreditGeneral Liegeoisで， 1865年に株式合資銀行(A.

F. Pou1t & Cie.旧 J.Fraipont et Cie.)として設立され， 85年株式銀

その所在地リエージュを中心に内外の多数の企業

Cotonniere d' (Cie. Generale de Conduit d' eau及びその在外企業，

8t. Etienne， Cotonniere de Rouvrayベノレギー，

行lこ改組された。同行は，

Jレクセンフソレクの製鉄企

ブリユッセル銀行及リエージユ信用銀行

主要資産・負債項目(1913)

第41表
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Chlepner， op.cit. pp.98← 99 B. B. = Banque de Bruxelles 

C.GL.=Credit General Liegeois. 

そのうちの幾っかによって損失を象った。その株式を取得したが，業等々)

その危機

ζの後，商業手形割引，交互計算信用業務

の後， 1900年の恐慌で流動性の喪失によって経営困矧lと陥ったが，

を乗切る乙とが出来た。そして，

の比重を高めたの
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アントウェルペン信用銀行 CreditAnversois は1898年， 1， 200万フラン

の資本金をもって設立され，主要な出資者はラブリユツセノレ商業金庫 Caisse

Commerciale de Bruxelles，リエージユ信用銀行，パリ割引銀行 Comptoir

d' Escompte de Parisであった。 乙の銀行も種々の企業l乙参与したが，

1900-1年の恐慌による株式の減価で損失を家り， 960万フランl乙減資し， I事

後短期信用供与にその業務を限定し，銀行以外の外部の企業への参与を一切

避けた。 1905年，ドイツの商工銀行 Bankfur Handel und Industrie の

代理屈となったが， 1911年の3，000万フランへの増資に当って，クレディ・

モピリエが重要な出資者となった。大戦直前，地方都市に代理屈及び系列銀

4子 (SocieteBelge de Banque， Credit Tir1emontois， Credit Limbo-

urgeois， B，mque Auxi1iaire de le Bourse)を設置した。
アントウェJ!-ペン中央銀行 BanqueCentrale Anversoise.は， 1871年，

アントクエノレペンの個人銀行グループ，クレリンガ-H. Kre1inger，レンメ，

L.C. Lemme，グリグーノレ F.Grisarと，ケJレンを中心とするドイツ系の

銀行によって設立(資本金6，000万中 3，000万払込)され， 1875-日年恐慌で

600万フラン以上の損失を蒙ったため， ドイツ側はj払3散を主張したが折合い

がつかず撤退して，同行は減資を行なった。同行は，手形割引を主とする商

業銀行の性格を維持していた。

ベルギー全国銀行 Banque Generale Belgeも， 19世紀末の産業発展の

中で種々の工業i乙参与したが，その後の不況で，子持ちの証券が暴落し，積

立金の取崩しでこれを償却することが出来た O 以後，短期の信用業務に踊摘

しているが，依然，幾つかの産業部門lζ，重要な参与を践している O

ブリュッセJ!-銀行 Banque de Bruxellesは， 1871年，資本金5，000万

(払込2，500万)を以って設立された。出資者は，エレラニオッペンハイム，

J. Errera-Oppenheim，ドクロワ=ティベノレギアン C.Delloye-Tiberghien 

et Cie. (la Caisse Commerciale) 等の個人銀行とフランクフノレトの資本

で，ノレクセンブノレク国民銀行 BanqueN呂tionalede Luxembourg，夕、ーノレ

ブッ νュ炭坑 Dahlubsch全国市街鉄道会社 SocieteGenerale de Tram-
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wayペノレー硝石鉄道 Cheminde fer de Sa1tpetre du Perouの主要出資

者となった。しかし76年の不況で無配に陥りドイツ側の要求で，その出資を

買収り， 1875万フランに減資した。その後暫らく停滞を続けレボーノレ，割

引，国債， 地方債発行等の金融業務に力点を移した。 1880年，後に述べる

Societe Generale de chemin de fer econornique (一般軽便鉄道会社)等

の， 95年には，全ベノレギー電気事業会社 SocieteGenerale Belge d' entre-

prises electriq uesの設立に加っている。大戦直前の14年4月， 4，000万フ

ランlこ増資した際，石炭資本コペー財問 Coppeeが新株の半ばを株式・社

債で現物出資し，以後，同行は，この産業コンツェノレンと癒着して行った。

ブリュッセJ!-国際銀行 BanqueInternationale de Bruxelles.は1898年，

アントクエノレペン中央銀行とドイツ，オーストリア，スイス，オランダ資本

の合弁によって設立され，個人銀行 Franck-Modelを吸収した。ロジア，ス

ペインフイタリアの諸企業へ参与したが，続く恐慌で証券が暴落し損失を象

った。然し，次期にはこの損失を補境することが出来た。 1907年よりプラン

ス資本も参加し，重役会に代表 1名を送っているが，全体としてドイツ系が

優勢で，ブリッセノレにおけるドイツの利益を代表するものと考えられていた。

海外銀行 Banqued' Ontremer.は， 1899年，ソジエテ・ジェネ

ラノレを筆頭とするベノレギーの諸銀行，パリニオランダ銀行他2行のプランス

系，ドイツ系2行によって， 3，250万フランランの資本金をもって設立され，

世界各地の各種企業に参与したが， 1900-1年恐慌で2，500万フランの減資を

余儀なくされ，手持の証券の一部を売却した。その後海外への投資のテンポ

は鈍ったとはいえ，コンゴの諸企業をはじめぅ中国の開平炭坑，ベノレギーニ

カナダ製紙 Bclgo-CanadianPulp and Paper， オランダのラクラ=プレ

ーナッヒング炭坑 Laura-en-Vereenigingを支配している。1910年，Jf!1字国

際会社Cie.Internationale d' Orientの吸収で4，000万フランに増資した。

~ 3 ベルギー資本の海外進出

大不況をもって，クレディ・モピリエやロートシノレト系の投資銀行による

ヨーロツパ大陸の長距離鉄道の建設は終りを告げ，ベノレギーは，新たな商品
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-資本市場を開拓しなければならなかった。

先ず，1890年恐慌までの間，ベルギーの資本輸出の対象は，鉄道，殊に，遠

距離鉄道に代る市街鉄道や近郊鉄道にあった。ソシエテ・ジェネラノレは，その

子会社「ベノレギー鉄道会社」を通じて， 1877年~83年にかけて，ドイツ 3 オー

ストリア，フランスで，幾つかの路線 (Hamburg-Kuxhaven，Neu-Strelitz-

Warnemunde. Warnemunde-Falster連絡航路， ベノレリーン=南ドイツ新

線，グィーン=アスパング Aspang，グラーツニケフラッハ Graz一応Hlach，

リオンニナン・ジェニ・ダオスト Lyon-St.Genixd' Aoste) の認可を獲

得し， )(， 82年，イタリア資本と共同で設立した「ベノレギー=イタリア鉄道

会社JCie. belge-Ita1ienは，アペニン中央，ナボリ，北ミラノ，テッシー

ナTessina等の鉄道を建設，支配した。 18)

又，ソシエテ・ジェネラノレは，ベノレギー鉄道補助会社 Cie.Auxi1iaire 

Belge de Chemin de fer ~乙 84年参与し，聞社は， その外国事業のため，

86年，国際鉄道補助会社 Cie.internationale auxHaire des chemins de 

ferを設立した 19)このように，ソシエテ・ジェネラノレが，正規の鉄道lこ主

力を注いている間，他のグループは，IIJ街=近郊鉄道l乙進出した。例えば1874

年，ブリュツセノレ銀行，エレラ，ベルギー商工銀行 Banque Belge de com 

merce et de l' industrie によって「一般街鉄会社JSoci白eGenerale de 

Tramwayが設立され，トリエステラ ナボリ，ノイノレメンーエノレバーフェノレト，

レンベノレク Lembergの街欽を経営した。又83年， リエージュ銀行， リエー

ジュ信用主艮行は， Societe d' entreprisc Generale de Travaux (1日フィリ

ツノfール系791jC:設立)を支配し，ブレシア Brcsciaーマントグァ Mantova，

ローマ，ボロニアの街鉄二近郊路線を獲得した。 ;Z， 1880年，ブリュッセノレ

銀行，ブリュッグマン=カッセノレ，ノfリ二オランダ銀行の子で，一般軌道会社

Societe Generale des Chemins de fcr 白onomique(後くEconomique>) 

が設立され Cie.Generale des Tramw<iysを合併し，新たにミラノーベ

ノレガモ Bergamo-クレモナ Crenona線， フィレンツェ市街鉄道の認可

を得た。又1880年に，アントワェノレペン中央銀行，フィリップソンニホ jレグ
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イツツ Phi11ipson -Horwi tz， とドイツ系グソレープの設立した「一般補助

鉄道会社jCie. G匂 era1edes Chemins de fer secondaireは，イタリ

ア，オーストリア，ドイツに路線を確保した他，持株会社「ハンガリー鉄道

銀行jBanque Hongrois des Chemins de fer Iこ参与した。更に， 1880 

年に，ベノレギー・グァランシアンヌ街鉄二鉄道会社 SocieteBe1ge des Tra 

-mways et Chemins de fer de Va1encienne (88年，フランス・ノーノレ軌道

会社Societefancaise des chemins de fer economiqne du Nord) が設

立されたが，乙れは，アンパン Ed.Empainの国外進出の端緒で， 81年に

は続いて「狭軌鉄道会社jCie.des Railways a voie etroiteが設立され，

グァランシアンヌ附近の多数の路線を獲得した。均一方，ソシエテ・ジェネ

ラノレも， Iフランス地方鉄道会社jSociete fancaise des chemins de fer d 

e-partemevta uxを設立し，アンドゥルーロワーノレ Indre-Loire，ラ・マン

シュ， La Manche，コノレシカ Corse.の諸県， アノレジエリア等lζ路線を敷

設した。

乙うして，ベノレギー資本の経営する鉄道はヨーロッパ内に80ケ所で，この

中にはミュンへン，デュッセ Jレドノレフの街鉄，ロシアの三つの街鉄，鉄道(

オデッサ)，ハルコブラ北ドネツ)が含まれていた。 20)

然し，電化以前のこれらの鉄道の収益は芳しいものではなく，現地の様々

の反発を蒙らねばならなかった。そして84年恐慌以降，tt;滞WHζ入り， 88年

までの聞に，佐かに，スペインーマドリッド街鉄 Tramwayde Madrid et 

l' Esp呂gne (85年)，ノfリーパレッタ Bari-Bョrletta(86年)の二つの新設

を見たのみであった。

続く88年-90年にかけては，ベルギーの資本輸出の関心は，南米(ブラジ

ル，アルゼンチン)に向けられた。しかし，この地域への資本輸出はイギリ

スの独壇場であり(鉄道資本の75.9%)，わずかに，ブラジノレ南西鉄道会社

Cie. des c~lemins de fer Sud-Ouest Bresiliens (1890年，フィリップソ

ン系)，南米大中央鉄道会社 Cie.deChemin de fer Grand Central Sud-

Americain (89年，アンパンーオトレ Otlet系)リオ・ガス， Gaz de Rio， 
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カラスカ水道 Eauxde Caracasが設立されたに止まり， その他には， ブ

リュッセノレ銀行，アントクエノレペン中央銀行，パリニオランダ銀行，フラン

クニモーデノレ，フィリップソン，マテュ-Mathieuの手で，国債，株式社

債がベノレギー証券市場に送り込まれたのみであった。然しラベルギーの引受

は極く一部に止まり， 1890年のアノレゼンチンの支払停止と，それに続くベア

リング Baring商会の破産は大きな被害を及ぼさなかった 21)猶，既に， 乙

時期からコンゴへの進出が開始され 1コンゴ通商産業会社JCompagnie 

du Congo pour le commerce et l' industrie， (87年)， 1コンゴ鉄道J

Ci.e. belge du Chemin de fer du Congo. (88年) Iカタンガ会社JCie. 

du Katanga (91年)の三つの特許会社が設立されている。

乙うして，べJレギーの資本輸出は， 91年の恐慌後，枕滞を続(ナ， 95年再出

発するが，既に，この 11占 JW で輸出総額は10~20億フランに達していた。

さて， 1895~6 年から，ベノレギーの資本輸出に新しい局面が開かれた。そ

れは，新たに電気産業が鉄道に代り資本進出の立役者として登場し，又，帝

政ロシアの殖産興業政策に乗じて，ベノレギー資本のロシアへの大行進が始ま

ったことである。以下地域別に，その実態を明らかにして置乙う O

ロ シ ア ベルギー資本の尖兵となったのはリエージュの重工業企業コ

ックル社で，既に 1864年，同社はペテノレスブノレクのグトゥリエフスキー

Goutouriefsky ，f誌に，小型砲艦を組立てる造船所を設立しており， ロシア

市場には深い関心を払っていた。然し，当l1~j，コックリル社は専ら商品輸出

に関心を寄せ，組立後，この造船所を乾ドック共，テニシェフ公 Prince

Tenischiev (ブリヤンスク Briansk会社の創立者) ~こ売却してしまった。

然し， 77年ロシアが高関税によって外国鉄の締出を企てた結果，同社のロシ

アにおける売上は， 77年の500万フランから86年の30万フランまで政iliえした。

この損失を取戻すための同社は，ベノレギ一本工場を模した。ニコライエフ造

船所 ChantierN昌valede Nicolaievとクリグォイログの製鉄所を連らね

る大製鉄三造船企業を設立せんと試みた。然し，この黒海岸11ftーの造船所を

外国資本の手に委ねる乙とについては，ロシア海軍や製鉄業者の激しい抵抗
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を受けヲコックリル社はう結局ロシア内の企業と合弁形式を採ることを余儀

なくされた。乙の相手lこ選ばれたのが「ワノレシャワ製鋼」で，両者の折半出

資で-資本金500万jレーブjレ(1，330万フラン)の南ロシアニドニエフ。jレ製鉄会

社が，クリグォイログl乙設立され，設備(300万フラン)は，コックリノレ社

によって製作された。同社は， 89年に操業を開始したが，高品位のベッセマ

ー銑用鉄鉱石や良質のコークス炭に恵まれ，その最新式設備のお蔭で，京大

な特別利潤を獲得し， 93-4年に20%，96年~1900 年には40%の高配当をを

続けた 22)この成功に刺戟されて，ベルギーの製鉄企業は先を争って，ロシ

アに進出した。95年には，ソシエテ・ジェネラルが，アングレーノレ製鉄，サン・

レオナーノレ製鋼と共にロシア:ベノレギー製鉄 Soci白eMetallurgique Ru-

第42表 I 在ソヴィエッ卜・口シヤ地域旧ベルギー資産 (1914年現在〕
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公債 6.40
預金・債権 4.05 
其の他* 1.0ラ
*%計 3ラ.00
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E. Wituleur， <Les Avoirs et lnterets belges en Russe'. Revue Economique 
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第42表-I[ ロシヤにおけるベルギー系製鉄企業生産高(1899年)

会 社 名 I-f~再開「千トン千 ltみ
南ロシア・ドニエプル 1，325 I 186 I 170 

ロシア・ベノレギ 2，637 I ラ3 I 113 

タ ガンログ1，982 ! 67 I 66 

プロツイダンス* I 66ラ 42 I ? 

トウーラ 1 742 I 9o I 

日1羽田静真、前掲書 184頁

*は利I:EI春樹前掲論文;白143頁中山弘正、前掲論文 164頁

sso-Belge (800万ノレーブ、ノレ)と云う O 南ロシア二ドニエJレに匹敵する巨大企

業を設立し，続いて，エスペランスも， トゥーラ製鉄を， 96年，クーグレが

タガンログ製鉄 SocieteMetallurgique de Taganrogを，マリエ炭鉱は，

オjレコグァイア製鉄 S.A.des Hauts Fourneux et Usines Olkovaia a 

Oupenskを， 97年?プログィダンス社がクノレナュにロシア・プログィダン

ス社 ProvidenceR usseを設立し，)Z， コックリノレも95年，ニコライエフ

に宿願の造船二機械会社 Societedes Chantiers， Ate1iers et Fonderies 

de Nicolaievを設立した。 このような製鉄企業の成功と， 金本位導入によ

る通貨の安定は，一層ベノレギー資本の進出を促し，化学，ガラス，街鉄，石

炭等でも続々ベノレギ一系企業が設立された。そして， 1901年まで，実i乙130

社， 1億 3，100万フランで，ロシアにおける外国企業資本金の%を占めるに

至った。然し，続く 1900~ 1年恐慌は，まだ基礎の固らぬ在ロシア企業に大

きな打撃を与え，その株式価格は60労近く暴落し，プログィダンスとニコラ

イエフ造船は 3，000万フランラエスペランス(トゥーラ)は1，250万フラン，

ビエライア製鉄 Hauts-Fournea ux de Bielaia は1，000万の損失を蒙った。

そして，続く日露戦争と第一次革命のため，一時ベルギー資本の進出は社絶

えたが，その終熔後，電気を中心とする進出が再開された。乙うして， 1913 

年，大戦直前には，ベノレギ一系企業の資本金は23億フランに達し，中でも，

南ロシア二ドニエフ。ノレ，ロシアベノレギーをはじめとする製鉄ニ金属資本は，

13社(資本ι65金億フラン)で，中でも，南ロシアニドニエプルとロシアニ
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ベノレギーは，ロシア最大企業の一つであり，ベノレギ一系企業の銑鉄生産は全

国の1/3，南ロシアのみで45%を占め，主要企業によって結成された鉄鋼カノレ

テノレ(プロダメタ Prodameta)における割当額は42%占めていた。乙の他，

ベノレギー資本は， ソーダ(ソノレグェー100%)，石炭 (20%)，ターノレ化学製

品 (75必)板ガラス (5096)，其の他のガラス (30%)等で，重要なシェア

を握り，石組iでも，グロズヌイ油田(Soci白ede Grosnyi)の40%を押え

ていた。お)24)

コ ン ゴベルギーの過剰資本は，熱，出，植民地，ーフィリッピン，アン

ゴラ，ボルトガノレ傾ギニア，黄金海岸，カルメーンあるいはエチオピア，ボ

リビア，メキシコーにも流出してはいるが， 1885年コンゴがベノレギーの掌中

に帰して以来，ここが，ベノレギー植民地企業の中心舞台となり，殊に98年，カ

タンガで銅鉱床が発見されて以来ラ乙れがゴム，象牙等の農産物に代って，最

大の輸出品と化した。このコンゴ開発の企業会社に対する発起業務の担当者

となったのは， 1896年に設立された海外銀行とソシエテ・ジェネラノレであっ

た。投資は 9まず鉄道に始り，89年にパイオニアのティース大佐 ColonelEd. 

Thysの手でヲ 「コンゴ鉄道会社JCie. de chemin de fer du Congo (マ

タディニレオボノレドグィノレ Matadi-Leopoldvillc，98年スタンリー・フ。ー

ノレ Stanley-Poolへの延長開始)が設立され，1902年には， rカタンガ鉄道会
社JCie.de chemin de fer du Bas Congo au Katngaが設立された。こ

の会社は，カタンガのローデシアとの国境からカンボーグ Kamboveまでの

439キロの鉄道建設と，沿線の探鉱を目的としその資本金200万フランの弘を

ソシエテ・ジェネラノレが引受けた。児lこ1906年に，ベノレギー側の「カタンガ特

別委員会JKatanga Special Committeeと，イギリス系「タンガニーカ鉱

山会社JTanganyka Concession Ltd. の子で r上カタンガ鉱業連合」
(ユニオン@ミニエーノレ)UnionMiniere du Haut-Katanga(資本金1，000 

万フラン，ソシエテ・ジュネラノレと，タンガニーカ鉱山がそれぞれ半額を引受)

が設立され，銅をはじめとするこの地方の鉱業権を獲得した。そして1910年，

ローデシア側からの鉄道延長により，ローデシアのクォンキー炭田 Wanl王ie
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Colliery Co.及び，モずンピックの市港と結ばれ，}レプンパシ Lubumbashi

(Elisabethvi11e)の精錬所が操業を開始し，大戦直前にはl i斬く年産 7，400

トン台に達した。又，同じく 1906fj三に，アメリカ系資本がソシエテ@ジェネ

ラノレの後援によって「コンゴ国際鉱業=林業会社J(フォノレミニエーノレ)Cie. 

Internationale Forestiere et Miniere du Congo. (Forminierei (資本金300

万， 12年 800万に増資)が設立された。この会社は，金鉱の探鉱やゴム等の

林業開発を目的とし，各地l乙，専門の会社を設立した。判

コンゴへの支出の総計は，行政費をも含め8億フランといわれ，うち企業

への投資は1913年迄，鉄道lこ2.31億，其の他の事業lζ1.84億といわれている。

1901年以降13年までのコンブからの配当は， 1. 34億に上るがその半ばが，コ

ンゴ鉄道によっていた。 25)

中 国ベルギーはここにも，フランス，ロシアと提携して行った。

その最大の成果は， 1896年lこ始まる京民鉄道， 1， 300キロの建設である。コ

ックリノレ社は，ロシアに代る市場として中固に関心を寄せ， 1883年，ソシエ

テ@ジェネラノレの支援の下に中国や日本lこ使節団を派遣しており，乙の年，

再度の北京派遣の結果1，125億フランの国債引受けにより，ベルギー・フラ

ンス資本のシンディケ-1'， I中国鉄道調査会社JSociete d' Etude de 

Chemin de fet en Chine (ソシエテ・ジェネラノレの子会社 Soc. Belge 

de Chemin de fer，ノfリ@オランダ銀行，クイエ，コックリノレラ ミューズ

製鉄)がその建設を委ねられ，義和団事件で遅延しつつも1905年完成した。

そして，この建設は，両製鉄l乙英大な鉄道資材の輸出を保証した。

乙の他，アンパン系の「中国鉄道会社JCie. Generale de Chemin de Fer 

en Chine (1900年)は 1912年， フランスと共同で臨海鉄道1，800キロの路

線敷設i院を獲得し，又1908年設立の「ベノレギー中国鉄道会社JSociete Belge 

de Chemin de Fer en Chineも2，000キロ以上の路線をフランスと共同で

建設した。

さらに， 1902年設立された「中国二ベJレギー銀行JBanque Sino-Belge 

(宰比銀行)は，商業金融，不動産抵当，公債引受ニ発行を主たる業務とし，



86 (86) 経済学研究第20巻第l号

1910年ソシエテ・ジェネラ jレの子会社となり， Iベノレギー外国銀行 IBanque 

Be1ge pour l' Etrangerと改祢した。一方，海外銀行-の子会社「東洋国際会

社JCie. Internationa1e d' Orientは， l~i;J平炭鉱会社，天津市電を支配し，

又，イギリス系の上海，香港市電，上海鉄道(南京一上海)にも出資していた。

ベルギーの対中国資本輸出は，合弁企業の参加を合め， 1931年現在8，900万

ドノレと推定される。

エジプト アンパンによって 1895~6 年より進出が開始され， 95年，カ

イロ市電Societedes Tramways du Caire. 96年「下エジプト鉄道JSociete 

des Chemins de Fer de 1a Basse Egypte， Iカイロ公益事業会社JSoci-

ete de Travaux publics de Caire.が， 1906年には有名な「カイロ電鉄

=へリオボリス・オアシス会社 JCairo E1ectric Rai1way & He1iopolis 

Oasis Co.が設立された。一方， ティース等のアントンクェノレペンの資本

家は，現地資本と協同で， 97年「エジプト農工会社JSociete Agrico1e et 

Industrielle d' Egypte. Iエジプト不動産抵当金庫JCaisse Hypothecaire 

d' Egypte， rナイノレ農業Jl' Agrico1e du Ni1， rエジプト不動産Jl' 1m 
mooiliらred' Egypte，を， 98年に「アレキサンドリア市電会社JSoceite 

des Tramways d' Alexandrie.を設立した。 この他， ベルギー資本は外

国資守本の銀行 (AgriculturalBank of Egypt)や，セメン 1，，精糖，醸造

業にも出資している。

ラテン@アメリカ ベアリング事件で一時下火となったヨーロツパ資本の

進出は，利子率低下に伴って90年代再開されたが，ベノレギー資本は，アント

クエlレペン系を中心とする不動産抵当が中心で・おった。

(Compagnie Industrielle et Pastora1e Sud-Americaine， 94年， Banque 

Be1ge de Pret Fonci色re99年，ロオ・デ・ジャネイロに支居。 LeCredit 

Foncier Sud-Americain 1911。又，ブリュツセノレ系は Soci白ehypoth 

ecaire Belge-Americaine. 98年， CompagnIe Agricole et Hypothecaire 

Argentine. 1905年〉

不動産抵当以外では Iチリ硝石J(Cie， Generale de Nitratesアンパ
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ン) ，及び「ブエノス・アイレス-111電JCie. Generale des Tramways de 

Buenos Aires (ソシエテ・ジェネラノレ@ブリュツセノレ銀行及び他の企業会

社，ソフィナ，グスフュレノレ出資)を持株支配会社とする電鉄事業があり，

更に，多数の電気事業lζベノレギー資本が参加していた。又ベノレギー資本はカ

ナ夕、、系の BrazilRail way， Brazi1ian Traction， Arg邑ntineRailway，あ

るいは，農園，精糖，醸造業にも参与を行っていた。

この他，ベルギーはガリチア(オーストリア館内)，Jレーマニアの油田，関

館東インドのゴム，カナダの不動産抵当，製紙に出資していた。 27)

さて， 95年以降の電P気@電鉄を主~i由とするベノレギーの資本輸出の中心的担

い手は， 企業会社 Finanzierungsgesellschaft，Trust jinancierで， ソ

シエテ・ジェネラル等の大銀行は，企業会社に部分的出資を行ったに過ぎな

かった。以下うその主要なものを拾ってみよう。この分野においては，ベノレ

ギー技術的に立遅れていたため，ドイツ系電機会社の影響力が目立つ O

A Societe Generale Belge d' Entreprises Electriques 1895年， Gesfurel (Gesells-

chaft fiir Elektrische Unternehrnung.Lowe-A.E.G.系企業会社)と， f~con 

omique，ブリユツセル銀行，パリ割引銀行 Comptoired' Escom.pte de Paris 

によって設立され(資本金 600万フラン後，何度か増資)，ベルギーのみならず，

ロシア，スペイン，イタリアで=多数の電気電鉄会社を設立した。

B ソフイナ Sofina (Societe Financi色rede Transport et d' Entreprise in-

dustrielles資木金1，000万フラン)98年， Gesfiirel，ドレスデン銀行， リエージュ銀

行によって設立され，アJレゼ、ンチン， トルコ，スペイン，ポノレトガ、ノレの多数の電気，

市電会社を設立した。 1901年恐慌で苦境K陥ったが，有能な経営者ハイネマン

(Dannie Heinemann， ドイツ系アメリカ人)のお蔭で危機を乗切り，ベルギー

の乙の種の会社で最有力となることが出来た。

C アンパン系，幾つかの企業会社があるが， 中でも Cie.russo一fran5'aisede 

Cnernins de Fer et de Tramways (1896年〉は，ノfリ地下鉄，二11":.ノfリ市電 Tra

mway免lectriqueN ord Parisinne.パリ電力 Electricitede Paris.カノレヴア

ス鉄道， Chemin de Fer du Calvados，アストラカン，タシュケン卜の市電等，

フランス，ロシアの多数の企業を設立し， 1904年，同じくアンパン系の Cie.Ge-

nerale de Rai1ways et ~~Iectricité と合併した。又，アンパンは， 1889年(Ji::co-

nomique)と共同で， SocieteGenerale de Tramways F~lectriques en Espa-
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gneを設立した。

o Mutuelle des Tramways (資本金100万)ベルギーの電力会社グループ。lとより95年

設立，ロシア，イタリア，バルカン諸国の多数の企業化参与し， X，建築業をも業
務とした。 1900-1年恐慌で損失を11:'，したが3 後これを償却してJI民日に発展した。

大戦直前，ソシエテ・ジェネラルの支配下に入る。

乙の他， リエージュ・グループの設立した。 laCompagnie de Traction et de 

γ氏lectricite(1897年， 1903年 SocieteGenerale des Tramways et d' App-

1ication de l' ectricitaは，雨ロシアの多数の都市(セバストポ-)V，エカテリノ

ダノレ，ヤロスラフ，クレメンチューグ)に市電，発変電所を経営した。一方1898年

に， ピーパ-Pieperと，リエージュ信用銀行 CreditGeneral Liegeoisの設立

した Societeinternationale d' Entreprises et dノExploitationも，ロシア，

ベルギー，アルジエリアに電力会社を設立したが，その資本金1，000万フランに相

当する損失で， 1906年 (CentraleElectrique)に吸収された。 28)

1913年におけるべjレギーの在外資産の総額は， 50~70憶といわれ，うち企

業への出資は 21.36億フランと推定される。乙の額はベルギ一国内商工業企

業の資本金(24.65億)を梢下廻るにilf1dfない。そしてベルギーの絶えざる

資本輸出によって，その為替相場は絶えず‘8労程度平価を下廻っていた O 29) 

但し，こうしたベノレギーの資本輸出は，ベノレギ一国内の過剰資本=遊休資

金の動員のみによって賄われたわけではない。ベルギーは，一方ではフラン

ス系(時にはロシア，イギリス，ドイツ系)の企業に種々の出資を行なって

いるが，他方では，ベノレギーの在外企業は，ブリュツセノレの証券市場を通じて，

巨額の外国の資金吸収していたのである。第43表が示すごとし 20世紀に入

第43表ベルギー株株会社の発行と応募〔百万フラン)

国内事業を主とする会社 国外事業を主とする会社
年次
ベルギー|外在住 募ベルギー|外在 募在住者応募国 者応 在住者応募国 住者応

1890 ララ.4(88.1%) 7.ラ(11.9%) 42.1 04.2%) 14.6 (2ラ.8%)

1900 126.5 (83.9 ) 24.3 (16.1 ) 120.8 (40.9 ) 174.3 (59.1 ) 

1910 1ラ7.0(89.4 ) 18.7 (10.6 ) 89.1 (ラ3.7 ) 76.9 (46.3 ) 

1911 183.2 (86.4 ) 29.0 (13.7 ) 128.4 (48.8 ) 134.8 (ラ1.2)

1912 176.6 (84.7 ) 32.0 (1ラ.3 ) 97.9 (29.6 ) 232.6 (70.4 ) 

1913 118.6 (77.8 ) 33.9 (22.2 ) I 49.ラc3ラ.5 ) 89.9 (64.5 ) 

F. B再udT.uin，op.cit p.23Q 
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るや，国外の事業を主とする株式会社の発行が急速に増大し，国内事業の発

行を圧倒するに至る。そして，国内事業の会社が主としてベノレギー内で引受

けられているのに対し，国外事業は，その60~70必まで・が，国外居住者の応

募によっている。このように，ベルギーは永世中立国として，有力な資本逃

避先，ヨーロツパの遊休資金の一つのプーjレとなり，一方では，フランス，

ロシアの公債発行業務を補い，他方では，外国lと主として企業進出の形をと

りつつ資本輸出を行なった。

S 4 小括

以上検討して来た所より明らかなように，ベルギーの産業独占体は，狭臨

なベソレギー市場の枠を乗越え，ドイツラフランス，ロシアに資本進出を行う

国際的金属・化学企業ーコックリノレ，ワーグレ，プログィダンス，ソ Jレグェーラ

グィエイュ・モンターニューあるいは，ソフィナ，アンパン等の国際的電気

=電鉄トラストを中核に形成された。との動ぎの中で，ソシエテ・ジェネラ

ノレ等の銀行資本は，部分的に電気トラストに出資したり，ロシアの製鉄に参

加してはいるが，もはや，独占形成の中核をなさなかった。そして，巨大な

産業独占体との関係も一石炭業や極く一部の製鉄，ガラスを除けば一持株に

よる直接参与はもちろん，交互計算信用による間接的参与においですら，ド

イツの如き強い結びつきは見られなかった。そして，巨大な独占企業は，む

しろブリュツセノレの証券市場を通して，増資や発起を行うことが出来たので

あった。とうして，ソシエテラジェネラル等の大銀行は，全体として，通常

の，短期の信用業務，あるいは公債発行業務にその力点を移していた。勿論，

公債発行業務一殊に鉄道債ーは，ベルギー製鉄業のレーノレ，機関車，車輔輸

出と密接な関連があったとはいえ，ベルギーの鉄鋼輸出は，何よりもその低

価格によって支えられ，ベjレギーの公債引受に全面的に依存したわけではな

かった。そして，他方，べjレギーの資木進出は，単に関税障壁を乗越えるに

止らず，ベノレギーの生産手段生産部門に重要な輸出市場を保証したのであ

る。
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1) 乙の時期のベルギー製鉄業については， L. Beck， a.α.0 V. SS. 1116-1141 

N. J. G. Pounc1. anc1 ~人 N. Parker， Coal and Steel in Wes胞rnEurope. 

London， 19ラ7.pp.127-139. C. Reuss， E. Koutny 巴tL. Tychon， Le 

ProgrおEconom勾lleen Siderllrgie. Belgηne， L山 em1;onrg，p，α:ys-Bαs. Lo-

uvain-Paris 1960 passirn. 

2) 110e Anniversαire de lαFondation de.;“ιlines Cockerill 1817-1927による。

なおロシア進出については， 81頁を参照のと。なお， 190ラ年，カンピーヌ炭凹lこ

Societe c1es Charbonnages c1u Liegeois en Can1j)ineを設立 (ラ分の3出資

)を設立した。

3) M. Michel， Contrιbution a ノhistoirede lノ organlsαμondes entreprises 

dαns lαProvince de Lιege. LαSocιete Anonyme d' Ougree-Mαrihα:ye des 

origines a 1914. Mernoire maJiuscrit de licence d' histoire de l' Univer-

site de Liege 19ラ7.pp.92-3， 9ラ， 100， 126. et sv.， 130，139-140. 

4) M. Colle-Michel， Les Archives de la S.A. Metallur gique d' Esperevce-
Longdoz des origines a nos jOllrs. (Centre Interunivertsitaire d' histoire 

conternporaine Cahier 24) Louvain-Paris. 1962. pp.1ラー19

ラ) Centenaire de la S.G. pp.111-113. Baudhuin， op.cit. p.I29. ソジエテ

・ジェネラルは，フランスの SocieteMetallurgique dノAubrives-Vi11erupt， 

Societe des Forges de Bellecourt， )レクセンブノレクの Societades Hauts-

Fourneaux et Forges de Dud邑lange(Hochofen u. Huttenwerk Diidelingen. 

1911年.ARBED K合同)にも出資し，<Angleur>も， ドイツ(ロートリゲシ)

の Deutsch-Oth(Audun-le-Tiche)に高炉を獲得している。しかし，乙れらは

中企業で，ミネット地帯にソシエテ・ジェネラル系のコンツエルンを形成する意図

からではなかったのであろう。

6) くAthus>は，リュクサンブール州の，国境近くのミネット鉱地帯l亡設立され(

1872年， S.A. des Hauts Fourneaux c1ノ Athus~ 80年製鋼開始， 83年トマス法

導入)，1911年リエージュ近郊のグリヴニェ製鉄を併合した。 <Thy-le-Chateau>

は， 1846年，漸く高炉を建設し，百年，株式合資会社化して，レール生産で，その

後順調に発展したが，大不況下に販路K苦しみ， 80年ベツセマ一転炉を成設した。
88年， S.A. c1es Hauts-Fourueaux et Usines de Midi c1e Charleroiと合

併し， 98年，トマス法!C転換した。くProvic1ence>は1838年フランス系資木で株

式会社(400万フラン〉に改組され， 1866年にフランス(ローレヌ)のルオン Rehon

lと製鉄所を建設， (97年南ロシアのケルチュにロシア・ブロヴィダンス社を設立し

ているが，その企業史は不明である。 <Sambre-et-Moselle>は， 1898年， ドイ

ツ系資木(ティツセンか?)が，くMonceau-sur-Sarnbre>を買収したもので，

1908年更にくPhdpj)Cworks>を，又，フランスの M'lIi;iereーle-Metz!と製鉄
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所の購入している。なお，くClabecq>は， 1283/'1"-， Goffinの圧延所を改造して

製鋼所となったもの。 Boelは， La Louviereの同族企業である O

7) Burn， op.cit. PP.34ラー←6.ベルギーは，ガス・エンジシの導入では， ドイツに

先駆け， (コックリノレー1895年)，1900年には， 7，500馬力を使用した。

8) G. De Leener， LノorgαnLSIαtionsyndicαle des chef des dノindustrie.Ewde 

szげ syndicαtsindustriels en Belfaque. Bruxel1es. 1909. t. 1. p. 103 et ss. 

1884年の国際鋼鉄レーlレ・カルテル 8yndicatInternational desRails d' acier 

1C.参加したのは， Angleur， Cockeri1l両社のみで， 7%の割当を受けたが， 1904 

年には18%の割当に増加した。 Reusset al.， op.cit. p.93. 

9) LαCentenaire de S.G. pp.97-1Oラ.Belgiens Volkswirtschαift 88. 149ff.南

i部の石炭会社の資本金は 3.1億 (112社〉うち 4，000万がフフランス資本であっ

た。カンピーヌでは， '1.6億中ラ，ラ00万がフランス資本， ドイツ資本は l知万フラン

に過ぎなかった。

10) Belgiens Volks即日・ぉchαβ88.173-4. Cam.eron， op.cit.， PP.3日-64.Cent-

enaire d，αSociete des M日2eSet Fonderies de Zinc de Vieille-Montαgne. 1837 

-1937. pp.27-36. A. Marcus， Die groβen Eisen-und Metαll-Konzerne， 

Leidzig 1932. 88.182ff. Le Centenai7"e de la S.G. pp.1l4-15. Malou， op. 

cit. Annexe XIX. 80cieta Generaleは， 1858年に乙の株を売却している。

11) R. Lucion， Lαgrosse industrie chimique en Belgique， J. Bol1e， Solvα'y.lI 

invention， 1I homme， 1I entreprise indz凶 rielle.1863-1963. 

12) F. Baudhuin，印刷ireeconomique de la Belgique 1914-1939. 2e ed. Br-

uxelles 1946. PP.労-6.A.C.E.C 1乙次ぐのは，室電では， Henri Pieperの

Cie. Internationale d/白lectricite(1889年〕で， ζの他，電鉄車車両は，コック

リル社も製作する。又，経電では，アントウエ jレベンのイギリス系のベノレ社 Bell

Telephonが最大である O

13) Belgiens Volks即 irtschαift88.167-170. De Leener， OF it. t.I.pP. 130-138. 

14)乙のfti:l，重要な大工業としては，車摘=市電製作と兵器工業がある。前者はコツ

クリルをはじめ40の大企業 (7，000人)1とより， 1912年13.1万トン(1.2億フラン)

が輸出され，3/5は南米，残りはイギ、リス，コンゴ，フランス， )レクセンブルクジレ

ーマニア，オランダ1C.向けられた。兵器工業(軽火器)で最大の企業は，リェージ

ューヘルスタールHersthalの 8.A.Fabrique Nationale des Armes de Gu-

erreで，ラ分の2はドイツ資本で全部で4，ヲ00人の労働者を雇傭し，うち3，000人

は兵器部門K充てられた。乙れに次ぐものは，ドイツ系の Pi巴per& Cie.で，
1，000人を雇傭した。 BelgiensVolks即irtschα，ft88. 184-18ヲ.

1ラ)M. Leo Gerard，ぞLcapacita de production de l' industrie belge cons-

ideree par rapport 1¥ l' extensiop. de ses debo¥lChes' Revne Economique Int一
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ernationale Aout 109. 

16)以下， 11'れと断らぬ場合，Chlepnern，Marche Financicr， chap， IV. Sラ.L'act-
ivite bancaireによる。

17)参加したのは Hottinguer， Heine， Nellflize， Mall巴t，Verne， Mirab色au，

Puerari et Cieである。この他，ヴィーンの WienerLOlnbard-u. Escompt-

Bank，モロツコ国立銀行， Banque d' Etat de Maroc，露清銀行 Banqll巴

Russo-Chinois邑， イギリス=南米銀行 Anglo-SouthAmericaI1 Bank， ボル

ドー銀行 Banquede Bordeaux.この他， ベルギー内の不動産抵当銀行 Credit

Foncier de Belgique にも参与した。

18) Le Centenaire de 1αS.G. pp.123-124. 1886年 CieBelge-Italienは，本社

~C吸収され更に 1904年 Société B巴1gedll Chemin de FerがSocieteGenerale 

lと合併された。

19)との会社は， Tubize， Nivelle， Marcienne に鉄道機械工場を所有し，内外に

鉄道資材貸与を行なって来た L呂 MetalIurgiqueによって設宣された。 Chlepner，

op.cit. p.78. 

20) ibid. p.79. 

21) ibid.ベアリング事件の背景については，ツガンニパラノフスキー「英同恐慌史

論J163頁，メンデワソン「恐慌の理論と歴史」勿4分間， 60-63頁。

22)コックリルのロシヤ進出については cf.J.p. McKay， <John Cockerill in 

Southrn Russia， 188ラ 1905:A Study of Agressi ve F oreign Entrepreneur-

ship' Business History Review. XLI (1967) pp.243-250. 当時ウクライナに

は，ロシア政府の手厚い保護の下に，イギリス人 John Hughesが 1869年，銑鋼

一貫企業「新ロシア製鉄」を設立していた。

コックリノレのパートナーとなった。 Iワルシャワ製鋼Jはドイツ系のレール圧延

企業で， 86年カーメンスコエにその工場を移し，鉄鉱山の鉱区，炭鉱を取得してい

た。コックリル社は，出資のうち， 16%のみを自社に保有し，残りは危険分散のた

め重役や株主に移した。なお，コックリル社は，技術指導の報酬として， 6%を超

える利益の15%を与えられた。さて，コックリル社ば， 94年，ベルギー定款の「ア

ルマズナイヤ炭鉱会社JSocietedes Charbonnages d' Alnlazaia (資本金600万

フラン，うち，コックリノレ 167.ラ万，南ロシア二ドニエプノレ67.5万出資)を，ロシ

ア資本と共同で設立させた。然し，乙の単純コークス企業は，そのコークスの販路

に窮し，マンガン銑鉄生産に乗り出したが鉄鉱石確保のため巨額の投資を行い，そ

のため， 1898年には1，200万に， 99年iと1，500万フランに増資を余儀なくされた。コ

ックリルは， 600万フランを出資した他， 4ラ0万フランの救済融資を行なったが，こ

の企業は， 1900年恐j院で破綻し，コックリルは辛じて貸付を凹収したのみで，資本

金の90%が失われた。
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23). Baudhuin， Le Cα'pital de lαBelgujue， p.129. Witrrまeurart.cit. pp .317…& 

なお，主還さな公主主繁栄としては，絞殺街欽(オデツザラキエフラリブ'1， チフザス，

カーグン， ロストフ，コ二カテヲノスラフ，ノリレコア，二子、ンネフ，クーノレスタ，オ…レjレ，

アストラカン，ウィテヅスク，サラトツ，シンブエロポ)~，ヴラディカブカースタ

ペデルス7";レクヲょにカテ 1;Jダjレ，セパストポールョヤ口スラア，クレメンチュ

タ)滋カ〈ペデノレスブノシク，オデツサ，ビアラストック多カザ、ン〉ガス(オグ、yサ，

7Jザン)，電話〈オデツサ〉

24)ぞき政ロシアの「工業化J政策一務長に鉄道の役割…ーについては，おじi呑創刊ぷもお

2， 3サ(1ヲ65年)13 
(f，お茶の水害事実1966年〉フ潟lIIi悠くプロダメト

形成とその鱗迭ーロシア欽鍛業における強尚資本j土地制皮史学26i:;i'(196がle)申

込IiJ1A r母国主義段階のロシア資本主務J経淡志林 34さき4 ・， 35送、I勾 1966-
67.を委主総。このようなωシアにおける滋ヱ業資本は，悶家による欽巡慾設にi5長く

依寂し，しかちそれは外夜発行により資金百程遠を行なったのそのため， 1900-1年

の恐慌で，欽滋走塁設が大闘に総ノトじたことは，これ

もたらした。なお，機械ぷ選船企業の場合，製鉄より不安定であったζ とは， 1ヲ12

年治事ーされたよニコライヱフ巡{ifr}のi忍-$が示している。

24) Le CenteneJ，ire de laえG. pp.140…9.ソシエテ・ジェネヅル;ぉ 1913&ふユ

ニコ十ン・ミニエールの抹式7.2，650(100フラン総司日告似1，522:日〉と社&t7，000紋c1，000 
フラン一時俗665万ツラン〉後保有していた。なお rコン fユニオン・

ミニエーノレJ• iフォルミニヱ…jレ」の三社は，それぞれ，均年史を発行している
がさ彩獲にはまだ波及の機会がない。

2ラ)Baudhuin， Le Capitα1 de Belgique， pp.137-8. とこの fii~， ドイツ1ifH乏iミムむのカ
メノレーン(Ka滅容run-Gesellschaft)， 及び隣接の COl13.panhiade Pesqui謀総

Mi告ir品sd母 Angola( Lunda) ， Intertropical Anglo-Belgi初 TradingCo. 
iこ参与している o Cen tel1air合. p.138.;1色村次--r 1"イツ結災地会訟の役割りと詐
偽]経営災学4滋 2号， 1969年。

26)ベルギーの投資の計算は獲しく凶絞でフランス・ロシアと

ギド、ーの分を計算せねばならない。

サヲ:l士見当らない3 レーマ…

27) Chlepner， op .ciム pp.84-5.

28) ibid. p.lO久

こと。

29) ibid. p.87. B担udhuin，Le Capital de la 8el炉que.p.168. ちなみに汐的ω
j億フランマじ

淡3.6fì~ ， ~主の{色が， 4.5fRi'tであった。なお3 ベノレギ

ンといわれ，フランスは，炭や会融を， ドイツ

31烹， Pシア会

12-151:ゑアラ
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30) 中間における欽送公債の発行と，鉄道資材の輸入の比率lふ祭44~交をみよ。(中

間関ずは， rJJffiIにおいてお該資料泳三入手不可能で，かっ，競争凶と同一咽絡が議会

のみ，告義:周iこ，その輸入優先権を認めずこ。なiむとこの点を扱ったo A.P. Wins-

ton， ‘Does Tr是正l恐“Fol!owthe Dollar" '?'. Americ:ln ECOl服部icR制!iew.X 
VII (1幻7). p .463. なお，私鉄の3!とi史的なアルゼ、ンチン，デリー，ブラジノレ三

国についてみると，本線については，ベルギー総出の割合以商いが，レーノレ，につ

いては，ブラジJvでのみ30%是正おめていることは，鉄道投資との問のー廷の相関関

係を示している。

終済学長持究94 (間)

第一次大戦常における対中国鉄道後款と鉄道資材輸出第44i覧
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カし，収めるコンツェjレン

した。そして，



ベソレギー金融資本の成立と発股 Crr) 石坂 労 (9ラ)

進するに至った。こうして，大恐慌までの聞に，ソシエテ@ジェネラノレと，

戦後銀行集中の過程で急速に拾頭して来たブリュツセノレ銀行-を頂点とする金

融寡頭制がほぼ完成し，曽ってベノレギーの対外進出の尖兵であった電気・電

鉄トラストの殆んど‘が，いずれかの系列，あるいは共同支配下に組入れられ，

独立の産業コンツェノレンは，ソノレグェ一一社を践すのみとなった。なお，戦

後の新しい動きとして，注目される現象として，個人銀行の地位の決定的低

下，アントクエノレペン系の商業銀行の不振に代って，農業協同組合(農民間121

Boerenbond)系の金融機関殊にJ全国銀行連合JDe A1gemeene Bankver-

eeniningと，労働者生活協同組合系の「ベノレギー労働銀行J Belgische Ba 

nkvan Arbeidが，第一次大戦後，急速に成長し，投資銀行として六大銀行の

列に加わったこと。又，戦災復興と輸出振興のため，国立銀行や大銀行の出

資で設立された「工業金融公庫JSociete Nationa1e de Credit a l' indu-

strieが，長期信用供与で重要な役割を担うに至ったことを付加えておこ

つO

乙うした，銀行独占体と産業独占との融合を促進した諸条件としてう次の

ものが拳げられる o (1)，既に戦前からソシエテ@ジェネラノレが，他i乙比肩iす

るものを見ぬ大銀行としての地位を確立し， 1830年代からの遺産として，石

炭，製鉄業に一定程度の参与を行なっていたことO しかも，戦前すでに巨額

の内部留保を蓄積していたこと o (2)，戦後，国際的資本市場を通じて，株式

を発行する途が閉ぎされ，専ら国内の泣休資金を動員せざるを得なくなった

が，幸に，インフレと農村の繁栄のため，株式の発行は容易であったこと。

殊に，インフレの時期には，確定利付公社債よりも株式の需要が集中し，銀

行も，引受けた株式を随11寺市場に放出して創業利得を収めることができた。

そして， 26年までベノレギーの諸産業企業は，低為替を利して輸出を拡大しえ

たため，その業績を比較的良好であった。その後26年の金本位制への復帰は，

lポンド@スターリング=175フラン(旧平価の1/7)と実勢とさして変らぬ

レートをもって行なわれた結果コベルギーは深刻な安定恐慌を経験せずにす

んだ。そして，それ以後は，還流して来た逃避資本や外資が J 株式購入に向
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第45表-I 会社の新設

1919.…・ラ41 1925…… 695 
1920…… 614 1926……ラ3ラ
1921…… 486 1927…… 751 
1922…… 483 1928…… 999 
1923…・・ ラ60 1929…'..1，064 
1924…… 778 1930・…. 751 

Lemoine， Les enlreprιse perαclIons. P. 24 

経済学研究96 (96) 

部門別株式社債発行 1927-1929 

金額(1，000フラン〕 総額中に占める比率

7，214，664 26.6~ 
3，789，400 14.0 
3，567，587 13.2 
1，714，371 6.3 
1，445，637 ラ.3
1，4ラ7，697 5.3 

ibid， p.28 
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第45表-l[

業=参与会
民地金

企
植
銀
電
金
化

ベルギーにおける株式・社債発行(百万フラン〉

*社債を含む

材現物出資，銀行，企業会社の発行控除

第46亥

株 式| 栄誉

社債(~) ~~% 計 中世 額
設立問|増資倒

1 9 1 9 977 (45) 1， 201 *(ララ) 2，178 1，47ラ

192 0 829 (31) 1，394 (52) 429 (17) 2，653 2，183 

192 1 436 (26) 744 (45) 473 (29) 1，653 1，286 

1 922 414 (25) 897 (56) 310 (19) 1，621 1，302 

1 923 655 (32) 1， 246 (62) 124 ( 6) 2，02ラ 1，707 

1 9 2 4 577 (21) 2，173 (78) 40 ( 1) 2，790 2，303 

1 925 919 (38) 1， 17ラ(49) 308 (13) 2，401 1，904 

192 6 1， 12ラ(42) 1，雪13(57) 18 ( 1) 2，656 2，320 

192 7 2，678 (42) 3，372 (ヲ3) 279 ( 5) 6，32E 3，92ラ

1 928 6，312 (52) ラ，939(48) 12 12，263 6，333 

1 929 7，801 (ラ1) 6，928 (47) 237 ( 2) 14，966 ラ，932

1 930 2，424 (45) 2，055 (38) 8i7 (17) ラ，356 2，898 

計 I 24，間 (44)128，636 (刈あ航ω5附 11 31，248 

Bulleμn dl In/ormαよionet Documentation de lαBanque Nationαle de 

Belgique， 1巴.25mars1931 
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第47表 ベルギー企業の外国における発行(百万フラン〕

年次(総

192 6 
192 7 
1 9 2 8 
192 9 
1 930 

1，211 
397 
1，249 
119 
2，021 

オランタ*

社債・優先株 1 普 通 株

274 I 
354 I 156 
311 I 36 
95 I 211 
622 

額務

計 4，9971 1 16，561 I 413 

*社債計・優先株のみ(時価 Vander Valk， t.a.p， blz，108 

第48表地域別証券発行 (1927年)

会社(事業所在地別)

国内のみ

国外及び国内・国外

百万フラン

コ コ

示会 計

ン

2，760 
2，274 
1，293 

6，327 割
引

L， Dupriez，α，a，O，S， 63， 

けられ，資本市場を支えた(第46表)(3)，戦後の国際競争lこ耐え抜くために

ベノレギーの諸企業は，ノレーマニア，ポーランド，オーストリア，チェツコ，

フランス，ルクセンブノレク，オランダ領東インド，コンゴなどで，石油，鉄

鉱石，ゴム，亜鉛，鉛，銅などの原料資源を確保する ζ とを至上命令とした

が，そのためには，外国に系列銀行や支屈を持つソシエテ・ジェネラノレなど

の大銀行の協力を不可欠とした。特にコンゴは，戦後ベノレギーの対外投資の

最も重要な相手国となったが(第48表) ，その開発投資は，巨額かつ長期に及

ぶため，ソシエテ・ジェネラノレによる強力な支援一引受や発起活動ーを必要

とした。 (4)，国際カノレテノレにおける発言力。輸出依存度の著しく高いベノレギ

ーの重化学工業資本にとって，保護関税による園内市場独占は無意味に近く，

既に戦前からベノレギーは自由貿易政策を採用していた。その主たる関心は，

むしろ国際カJレテJレにおける生産又は輸出割当をどれだけ獲得しうるかにあ

ったが，そのためには，大銀行による諸外国の独占体との調整が必要不可欠
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とうしてラゾシエテ・ジιネラノバふブロヴィダンコえをも?をめ， )レクセンブルク，

ロレーヌ，ベルギー， -lf~}レを結/t~ ミネット地援に一大日立主主共同体J Int日rssen悲e-

ll!leinschaft ;:t:形成い凶際カノレテノレにおりる発言力安達ましく強め，フラン

たのである oX，ゴ!三鉄金属部門でも， 1ヲ21主ドラ二本ニエオ
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ン・ミニエールと共に「ホボーケン傘属工業会社JSociete Generale Metallurgiue 

de Hoboken ( 2ぷ∞JJフラン〉を，ユニオン・ミニニエーノレと:廷に設立し，ニコンゴの

;総柔道，ニネツケJl/， -コバルト，ラデイウムミ撃の絡綴そj弘治せしめた。(ソシエテ・ジェ

ネラノレO)W資(il，250万ブラン)6) 

権E宅地会議 (26tJ:)IIえに，大以前から，コンゴの1近々の会業の役立に参加していた

が， 192ヲ年の行財ト銀行りをえ:伐によって，更に大量の株式受取得い級、民地立夜祭の

80-ヲ0%を文書己ずることになった。やl:'も，上カタンカー鉱業述合〈ユニオン・ミニエー

ノレ，むおionMiniere du Haut-Katanga) li，コンゴの偽錫，コバルト，ウラン，

金，鉄鉱等の鉱山及びこれに関連した電気，運輸を支駁する際際的対1棋のトラスト

であり， 7)このめ，ソシエテ・ジェネラノレは，欽滋，電力，石炭，機花，

長五i等むあらゆる分蕊レている。め

化 学 この分野でiまソJレヴェーの勢力任後約で，ゾシエテ・ジ広ネラlレが進出す

かった O 然G多 yゲラス工議では， u互に戦前ヴァル・サン・ランベーノレ
Soc. des Cristalleries de Val-St.-Lamb告rtと，γ ザーなン，Soc.d巴sVerreries 

du Mari悲mor誌に参与しており， :5授に 192111三，ザピ…・オウエンス式 Proc五M

Libbey-Owens による機械処政ガラス製作のため，ゾノレヴエー，コンツヱルンと共

同で， 了間際1懇談処潟ガラス製法会社JComp設gnie Internationale pour la fab-

rication mecaniq百ede ver伐を設立し，ドイツ，フランス，

に若手与した。 9)又，問じく 1928-9年に，

によって生れたトラストパ何合同化学[UnionChimiqu母も，ソノレダメーと共同

で文隠している o10)なお人総工業への参与ふ持iド1:3ミ投与を混じて行っている。

銀行戦前からの16の系列銀行本滋及び 164 の文庖， ft淫，\l~， 220派出所 bur十

au met zitdagenを縫いペノレギ…の会思議の%に透している。そしてヲ ζれらの

第52楽全国鈍行

Vaf) der Val註， t. a.・p.blz.59 
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第53表 ソシヱテ・ジエ時ラル系列地方銀行貸借対照表
1931年12)~31日(百万フラン)

むql1τ一一甘す市富市宮内命相官|預金
d/ Anvers 4881 1481 1351 701 1001 1101 712 

Centrale de la Dendre 19ラ1 1791 81 671 61 221 402 

Gen. dl1 Ll1xembol1rg 1031 1671 71 41 2ラ 111 253 

Gen. Flandre-Occidentale 1 ララ1 ラ01 51 241 71 31 127 

Centrale de la Sambre 1121 1631 51 231 101 231 270 

de COl1rtrai 316¥ 198¥ 3¥ 79¥ 10¥ 31¥ ラ32

Centrale de la Mel1se 201 551 21 21 31 5¥ 77 

de Flandre et de Gand 4171 1951 4到 7ヲ 601 5ラ 617

Centrale du Limbourg 681 591 61 121 101 31 

Gen. du Centne 1431 1921 ー 91 10¥ 161 298 

Gen. de Li色geet Huy 2281 4551 6到 -1 501 ラ31 605 

Centrale de la Dyle 23引 861 111 201 101 101 331 

du Hainaut 16到 169¥ 11¥ 珂 1α22! 367 

Centrale de Namur 731 1311 41 41 6¥ 71 202 

Centrale TOl1rnaisiemne 1731 891 81 131 41 151 263 

de Verviers27171 ー 911

計 l乙92112，吋判例刻 39415，466

ソシエテ・ジェネラノレ系の銀行頭金総額は，全国の%を占めていた。これら系列銀行

は，それぞれ地域侍に顧客との繋りを有しているため，ソシエテ・ジェネラノレも合併

を避けて，その外見上の独立を維持していた。これらの諸行は，独自に，又は本社と

協同でそれぞれ異った業務を営んでいるが，力点は通常の銀行業務にi置かれている O

但しアントウエノレペン銀行は比較的株式保有の比率が高い。との他以前からの継続

として UnionParisienne， Wiener Bankverein. Banque Generale du Nord， 

Credit foncier d/ Extr色me-Orient等 8行に 3，130万フランを出資し，又二つの

海外事業専門の銀行を支配している。一つは「ベルギー外国銀行JBanql1e belge 

pOl1r γetrangerで，戦前からの事業l乙加え， 29年の「海外銀行」のソシエテ・ジ

エネラノレへの合併に伴ってその海外事業も継承した。又，イタリア二ベルギー銀行

Banque Italo-belge (資本金・積立金2億フラン)は，中欧，スペイン，エジプト，

中国に支屈を有し億7，700万フランを諸銀行に出資している。12)ζのような内外

の銀行への出資は，ソシエテ・ジェネラノレの持株の1/3-1/41とも及び，親銀行に絶え

ず安定した収益を保証している。

石炭業 ソシエテ・ジェネラノレは，戦後も14社に7，150万フランの出資を行な

っているが，石炭業の収益は低下の一途にあるため，同社はカンピーヌ Cam.pin()



ベソレギー金融資本の成立と発展(1I) 石坂 103 (103) 

(Lancl van Kemp色n)の新炭旧の開発に力を注ぐ一方，コークス化，石炭化学への

利用に力を注いでいる o 13)14) 

なお，ソシエテ@ジェネラルは，電気，化学を中心lζ，次の参与会社 Bεt-

ei1igungsgesellschaftを単独で支配している O

Ufimar (Societe Union Financi色白巴tMaritim.e)資本金2億フラン，積立

金180万フラン，出資2億1，400万フラン。 1928年に設立された海運関係の持株支配会

ネ土Agencemaritim.e Internationale， Lloycl Royal， Mercantile Marine Engin-

eering， Gra ving Dock Co.等，ベルギー海運業の40%を支配している。
r 

2 Societe de Tractios et d' Electricite(資本金2.6億フラン)1929年， Societe cll 

electricite et cle tractionとCompaguieauxiliaire cll electricite et cle trans-

portの合併によって生れ，ソシエテ・ジェネラノレは， Electrobelを除く電気・電鉄

関係の持株をこの会社lと移管した。 31年現在， 38の電気，市電会社を含む44社に2.68

億フランを出資している。

3 ユフィ Ufi(Union fnanciere et inc1ustrielle Liegeoise)ソシエテ・

ジェネラルとその系列銀行 BanqueGeneral巴 cleLi色宮eet Huy.がリエージュの

個人銀行ナーゲ、ノレマーケル Nagelm.ackerの参加を得て 1917年l己資本金1，000万フ

ランをもって設立し， 29年迄に8，000万 l乙増資した。うちソシエテ・ジェネラルは

3，040万フランを出資している。主としてリエージュ地方の諸企業 Soc.Generale 

c1es Minerais， Fabrique National巴ど Arm.escle Guerre及び「ホボーケン金属

工業Jに参与。 (10.1億)

4 タバコフィナ Ta bacofina (Union financiere belge c1es ta bacs) 28年，

アントウエlレペン銀行によって設立された。主要な紙巻，葉巻タバコ会社とボーノレ箱，

印刷等の関連企業と主要都市の販売居を支配し，そのシェアは，ベソレギーのタバコ工

業のラ割に及ぶといわれる。

5 Cie. du COsgo pour .10 Commerce et de l' industrieソシエテ・ジェネラルの冶:コ

ンゴ企業への持分の一部を移した引受会社。本社と協力してその統轄にぎlる。 1930-

31年には，銀行二保険会社3，運輸9，商事10，農業10，工業15，其の他13の諸会社

の株式を保有している。

B マリーモン・ガラス会社， 21年!C，リビー・オウエンスj去による機械処理ガラ

スの製造企業 Cie.Internationale pour la fabrication mecanique c1e Verreを

Mutuelle Solvayと共同で設立した上， 1930年にフルコ-Fourcau1t法によるガ

ラスの製造企業13が合併して出来た Unionc1es Verreries m.ecaniques Belges(31 

年未800万フランから2，800万へ増資，ソシエテ・ジェネラルが1000万を出資)の持株

会社となった。との他，ベソレギー， ドイツヲフランス等のリビー・オウエンスj去のガ

ラス会社の持株を加えて，合計4，400万フランの株式を保有し，むしろ，製造企業よ
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り持株会社化している O

(2) ブリュッセル銀行 大戦直前の1914年の倍額増資に当って日，ベノレギ

ー，ロシア，フランス，ロシアlこ跨る大石炭企業主コペ-Evence Coppee 

et Cie.が， 1，500万フランを石炭会社株で現物出資して以来，コペー財閥と

の緊密な提携の下に，急速にその勢力を拡大し，ソシエテ・ジェネラノレlζ迫

第54茨プリュッセル銀行貸借対照表(百万フラン)

一一一「す問わず192611示下9291193011931 
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る第二の銀行ニコンツェルンと化した。まず17年にブリュツセル国際銀行

Banque Internationale de Bruxellesを吸収して，その諸企業l乙対する出

資を継承し， 28年にはリェージュ信用銀行 CreditGeneral Liegeoisとの

合併によってリェージュ工業地帯の諸企業への参与は一挙に強化され，又ソ

ノレグェー財問とも資本，金融上の連繋を結んだ。そして銀行業においても，

19の銀行を支配しその居舗数は，ソシエテ・ジェネラルに劣らない。

このようにブリュツセノレ銀行はソシエテ・ジェネラ jレに比して遥かに急テ

ンポで支配を拡大したためp その持株lこはかなりの不均衡がみられる。(第
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54表，第55表)，プリュツセノレ銀行は，もともと Sofina等の電気事業に深

い関心を寄せており， 29年迄，乙の分野を中心lこ持株支配を進めていたが，

石炭業についても，コペー財閥との連繋からその持株支配が拡大し， 31年に

は直接，間接支配下の炭坑の年産580万トンは，ソシエテ@ジェネノレ系(た

だし直系のみ)の 550万トンを淡いで-いる O 史に，コペーニブリュツセノレ銀

行は，コークスの販路として製鉄企業に着目し， 1920年には，エスペランス

製鉄会社の支配権を握り，廷に同松にティ・ル@シャトーニマノレシネ Jレ製鉄

をもその掌中に収めた。

ブリュツセノレ銀行は， 28年その持株の5896を参与会社 C.B.I.CCie.belge 

pour l' industrie， Sofina及び Mutl1elleSolvayも資本参加，資本金，積

立金7.35億)とコンゴ信用銀行 Cregeco(Credit General du Congoi に

移管した。前者は，製鉄 (Esperence-Longdoz， Arbecl， Schneider)石炭

会社9，亜鉛鉱業1，ガラス2，建築1，石油1(Finapetrol) ，繊維2，化学1

(Union Chimique)の7.07億フランの株式を保有している。 Cregecoは

20年に設立され， 29年持株支配会社になるに際し，その子会社の経世と銀行

業務をアフリカ銀行 Banquecl' Afriqueに移した。コンゴの工鉱業，農園
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がソシエテ@ジェネラノレの支配下にあるため，同社は，金融，商業方面に

2.3億フランの出資を行なっている他，モロツコに種々の鉱山，農園を経営

するくFinanco>(資本金払100万)を支配している。

(3) ソルヴェ一系 両大戦聞における資本集中の嵐の下で，多数の産業コ

ンツェノレンがソシエテ。ジェネラノレやブリュッセノレ銀行の支配下に組込まれ

たのに対し，ひとりソー夕、、化学工業のソノレグェー@コンツェノレンのみはその

閉鎖的同族企業所有=経営の実質を変えぬ儲，独立を堅持し，自らも，その

金融機関ソノレグェ一合名会社MutuelleSolvay 0914年 MutelleMobiliaire 

et Immobiliaire 27年改名)を通じて銀行業に進出した。同社は，系列企業

の設立や拡張の便宜を計るべく，内外の大銀行と提携し，又，幾つかの外国

銀行(殊に中欧)に参与した。ソノレヴェ一合名会社は，主として夕、、イヤモン

ドの取引に金融を行なって来た BanqueG邑neraleBelge (アントクエノレペン)

に参与していたが， 28年，両者 lと他の銀行が加わってくFinabel>(Cie. 

financiere et industrielle de Belgique)と云う持株支配=企業会社が設立

された。然し29年恐慌でダイヤ取引が危機lζ瀬し， Finabelもその保有株式

の暴落が苦境l乙立ったため， Banque Generale belgeと Finabelは合併

し， Societe Belge de B:mqlleが生れた。乙の他， 28年，ソ jレグェ一合名

会社はリエージュ地区をの持株会社として MutuelleLiegeoiseを設立し，

3，500万フランを出資しており，又，パリ lこは， Mutuelle Industrielleを，

ユューヨークにも SolvayAmerican Investment Co.を設立している。16)

(4) 農民間盟 Boerevbond系フラマン系農民が農業恐慌に対処するため

1890年に結成した農業協同組合L農民同盟は市その中央金融機関としてJ中

央信用金庫JMidden-Krediet-Kasを設けた。戦後の農村の繁栄によって，

|中央信用金庫Jはラ全国1，070組合加盟の下に，1930年末には14.8億の預金を

擁してブリュツセノレ銀行l乙次ぐ金融機関にのし上り，農業に関連した諸産業

(飼料，食品二権詰，肥料，電気)に参与しラ又， 28年から I全国銀行連

合JAlgemeene Bankvereenigingをその支配下に置いた01893年，L農民同

盟1の創立者へレピュツテ GeorgHellcqutteは，同じくフラマン系の中小企
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業金融の目的で「レーヴェン(;レーグァン〉国民銀行JVolksbank van Leuv 

enを設立したが，1農民同盟1とは人的交流があったのみで，資本的な繋りはな

'ーかった。戦後19年に株式銀行となり 3，000万に増資した同行はフラマン地域

を中心に幾つかの系列銀行を獲得し，21年には，アントクエノレペン進出のた

め，同行‘及び系列銀行が農民同盟の参加を得てラ同地に「全国銀行連合」を設立

した。然るに26年の金本位制復帰に伴なって国庫証券 Bonsdu Tresorの新

規発行が停止され，その資金の新しい運用の途を講じねばならなくなった中

央信用金庫は，国民銀行を通じて新たな投資を進めんと計り， 28年lこ同行の

株式の一部を取得し，続いて，1全国銀行連合」との合同で，新しい「全国銀行

連合」が生れた。同行は，東フランドノレ銀行 Bankvan Oost-Vlaanderen 

(ガンラ 30年に吸収)，商工銀行 Bankvoor Handel en Nijverheid (ク

ーノレトレー)，をはじめ 5つの系列行を合せて，合計 2，500の代理屈を擁し，

又，従来関係、の薄かったワロン地方でも BanqueProvinciale (モンス)を

その系列下に置いた。そして， 31年，組合銀行 Cr・editGeneral de Belg-

iqueの株式の1/3を取得して，乙れを併合し，二大銀行に次ぐ投資銀行とし

ての地位を得，又，持株支配会社として，全国工業信用会社 Algemeene

Maatschappij voor Nijverheidskredietを設立した。 17) 然し， Credit 

Generalの資産内容は予想以上に悪く，結局後に「全国銀行連合」と「中央

信用金庫」の命取りとたったのである O

(5) ベルギー労働銀行 Belgische Bank van Arbeid. ガンを中心とし

た労働者生活協同組合「前進JDe Vooruit (1880年， 指導者アンゼーレ

Eduard Anseele)が， 1913年に，その貯蓄組合を統合して資本金100万フ

ランで設立したものであるが，その業務も一般の株式銀行と殆んど変らない。

戦後，次第に持株を増加させて，混合銀行と化したが，その参与は，繊維工業

一発祥地との関係からーを主とし，化学，植民地企業がこれに次ぐ。製鉄・

石炭殆んど関与していないのは，この銀行の手持資金量がこれらの巨大企業

の要求に応ずることが出来ぬためである。この銀行の発展を支えたのは低為

替によるベルギー繊維輸出の増大であり， 28~ 日年にかけて，同行は，人造
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繊維工業企業の設立に乗出し， Sidac (Societe Industrielle des Applica-

tions de 1a Cellullose)， Interchimic (S.A. Compagnie Internationa1e 

des Industries chimiques)， Sarga (S.A. Soie Artificielle de Gand) 

に出資した。なお r前進」は， 24年にその出資を組合員l乙配分し，株式は
取引所に上場され，形式上，労働者生活協同組合との繋りは切れることにな

った。然し，11.意4，000万フランにのぼる預金の大部分は，労働者の貯蓄で，

そのかなりの割合が，交互計算用や有価証券に固定されていたにも拘らず，

大量失業の生れた30年以後lこすら預金の大量引出には見舞われなかった。こ

のことは，この銀行が，労働者の聞で依然信用を保持していたことを示して

いる。然し，大恐慌，繊維企業の収益の低下に伴い，後述する如しこの銀

行も34年の不況で「全国銀行連合」と同じ迎命をなめねばならなったのであ

る。 18)

(6) 産業金融公庫 SociるteNationa1e de Credit a l' industrie. 単~前，

国立銀行の再割引を後楯として割引金庫が行なって米た中小企業金融を肩代

りするため， 1918年国立銀行の 2，500万フラン全額出資によって設立され，

戦災復興金融，輸出金融l乙重点を置いた。 26年，主要民間銀行の出資で資本

金を 5，000万に引上げ，国立銀行から独立した。そして5年以上の長期債の

発行によって資金を調達している O 然し実際の貸出は，国立銀行以下の諸銀

行を窓口とし，その保証の下に行なわれるので，大銀行がこの資金を利用し

つつ大企業への支配を強化することを援ける結果となっている O 貸出の6096

以上は，金属，化学，石炭等，最も集中の進んだ分野に向けられ，大企業が，

むしろその恩恵に浴していることがわかる 19)

この他，戦前からの大銀行 CreditAnversoisも29年に混合銀行に転じ，

持株会社Trustbelgo-1uxembourgeois de Valeurs Mobiliairs.を設立し

た。一方，電鉄王アンパン財閥も， Banque lndustrielle Be1geを 19U1年

lζ設立し資本金，積立金 7，700万，参与 6，000万)，くE1ectrobe1>く

Electrorail>の持株をここに集中し， 更に， Compagnie be1ge pour 1e 

chimiqueと云う持株会社(1919年)を通じて， Produits chimique de 
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Droogenbosch， Verreries de Pays de Liege et de la Campine Etabl-

issemen ts Bergougnan. ~乙参与し，後 lζ ， Union Chimique ~乙参加した。一

方，個人銀行の地位は決定的lζ低落し， 生成ったナーグノレマーケjレNagel-

macker fils et Cie.，アラーjレJosseAl1呂rd，ランベール， H. L託mbert

フィリップソン F.M. Phil1ipson，カッセノレ Casselet Cie.もその役割は

微々たるものとなった。 20)

なお，電気事業の分野lこは，特定銀行の支配下にない，企業=持株支配会

社が存在するが，これは乙の事業が巨額の投資を要し，しかもその資本の

懐妊期聞が若-しく長期にわたるため，幾つかのクツレープの協力を必要とされ

るためである。 21)

A ソフイナ Sofina.戦後，後進国に積極的l乙進出する乙とによって， i笠界的な企

業となった。即ち， 20年， ドイツ海外電気会社 Deutsch巴 uberseeischeElektrizi 

tatg巴sellschaftの改組に伴って，南米!C多数の電気事業を経営する Chade(Com-

pagnia Hispgnia-Americana de Electricidad)の株式の一部を取得し， 23年には

メキシコに Sidro(Soc. Internationale dl energie hydro-electriqu色レーヴェ

ンシュタイン Lowensteinと共同)，スイスに， Bank fur Elektrische Unterne 

hmung in Zurichを，トルコにくTranseigar>を設立して，それぞ?れの国での事

業を統轄する持株支配会社とした。 28年，設立当初からの持分を株式に統合するため，

解散し，新会社 Trustfinancier de Transport et dl Entreprises industrielles 

k改組され，その際アメリカ (G.E.)を合む 12カ国から出資を集めた。乙の{也，同

社はドイツにおける多数の電気事業を支配している他，イギリス，フランス，カナ夕、、

にも参与の手を伸ばしている。設立当初からの出資者，ブリュツセル銀行は，コルク

・トラスト C.I.L(Cie. Industriell巴 duLi色ge)の破産(1930年)の傷手から，ソ

フィナの持株の一部を手放したといわれているが，同行の支配力についての詳細は不

明である。

B Electrobel (Cie. Gen. dl Entreprises electrique et industrielle) 1920年，

ソシエテ・ジェネラ Jレ，ブリュツセノレ主~n-，ソノレヴェー，ソフィナ，ノf リ=オランク';i'lQ

行が協同して設立， 3つの直営企業(Gasbelge， Economique， Societe Generale 

belge cll entrprise economique)， 3つの持株支配会社 (Electrofina， Elect-

ro-Trust， Unifet)を支配し， 24の会社に技術，経営，金融を通じて影響力を行使し

ている。そして，合iil-90の会社の株式を保有する。その事業は，ルーマニア，チエツ

コ， リトワニア，ライトヴィア，ポノレトガノレ， r~\Wí~束インドにわたっていた。

C Sinerta (Soc; Inclustrielle cll 武田rgieet Transport) 1929年， i農民同盟」
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= I全国銀行連合J，(3，400万)Metalm.in (ウーグレ系， 4，400万)Engetra (ソ

フィナ系， 3，400万)等によって設立された資本金2.25億の持株会社で，ベルギー最

大の電力会社 UnionGenerale Belge d' Electricite及び Linalnx (発電会社)

を支配している。

D ベルギー鉄道企業会社 Cie. Belge de Chem.in de fer et d' Entreprise. 

Cie. belge de ch巴m.inde fer secondaireの後身。ブラジJレをはじめヨーロツノf

内外の鉄道を経営していたが，戦後建設業に進出した。そして， 11の鉄道， 26の電気

=電鉄， 12の建設会社を文配した。

さて，乙うした巨大銀行と，産業独占との関係を，ドイツの場合と比較し

ながら検討して見ょう。ドイツの大銀行も，産業革命j叫には，株式会社の発

起二発行業務を行う中で，多数の鉱工業企業に直接参与していたが， 57年及

び73年恐慌を転機として，発起業務に対して著しく慎重になり，むしろ，正

規の銀行業務一殊に交互計算信用供与ーと，監査役派遣をもって，産業独占

体と結合するに至り，発行業務は交互計算信用を回収するための一手段の地

位に崩落した。しかも，戦後のインフレの過程で，こうした交互計算信用を

挺子とした大銀行の支配は大きく後退し， 25年の安定恐慌後ですら，大産業

独占体は，自己金融を推進めつあった。 22)

乙れに対して，ベノレギーで、は，大戦後lこ株式の引受二発行，交互計算信用

供与を通じて，再び大銀行が大産業独占休と結合して行なった。しかも，大

銀行は，単に配当の取得や創業利得の獲得を目的として，引受二発行l乙携っ

たわけではなし持株支配を強力に推進めて，銀行自身が，持株支配会社l乙

転化していった。そして，殊に議決特権株の活用によってラその出資比率に

較べて数倍の投出権を行使し，しかも，その持株支配会社を通じてラ更に同

様の方式によって，多数の企業の支配権を握っている O 明こうした銀行を頂

点とするコンツェノレンにおいて銀行は，その系列企業に対して，主役を派遣

し，又，交互計算勘定によって，遊休資金を吸収したり，とどi座貸越を認めた

りして，その経営を監督するに止らず，その持株を次第に特定の分野に集中

し，技術的統ーを計った。このため，銀行の電役の中に多数の技術者が見出

され，彼等は，傘下企業に強力な技術的指導を行なった。叫

こうした銀行の持株支配会社=コンツェノレン化は，本米の銀行の機能と早
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r~l'. 1illÎ突せざるを得ない。 29年恐慌以降，その保有していた株式の暴落によっ

て，これらの銀行は，大さな損害を誤ったが， ìfí~l変急速に成長して来た。 I

公国銀行述合」は， Credit Genera1 との合併で経;首は悪化し， [農民同盟!

ともども， 34年の不況で破産し，預金者に多大の損害を与えた。又，ベノレギー

労働銀行もその系列下の繊維工業企業の危機に捲込まれて，同じく34年破産

lこ至った。そのため，政府は， 8月22日の政令をもって，銀行改4':1こ乗出し，

持株支配会主1:と預金銀行を分離せしめ，後者lこ対して，持株を禁じ，引受発

行も， 6ヶ月以内lと市場l乙放出することを義務づけた。ソシエテ・ジェネラ

ノレは，その結果 Iソシエテ・ジェネラノレ銀行JB，mq ue de 1a Societe 
Genera1eなる新銀行を切離し，系列下の地方銀行をこれに合体させ，同時

に大恐慌以来の損失を償却すべし 2.39億の減資を実行した。その結果，ソ

シエテ@ジェネラノレの持株は50%を下廻った。そして翌35年，子会社のベノレ

ギ、一外国銀行も，ソシエテ・ジェネラノレ銀行に吸収された，一方，ブリュツ

セjレ銀行は，既に31年系列銀行を吸収していたがヲ 34年の分離に際して持株

会社は Iブリュフィナ JSociete de Bruxelles pour 1a Finance et l' 

industrieと改名され，この間， 2.98億フランに上る償却を行なっている。田)

そして，ブリュフィナは， 37年に，ワーグレ二マリエ製鉄と利益共同体を形

成するに至った。ワーグレ製鉄は， 34年，ギリシヤ政府の支払拒否によって

危機l乙陥ったが， 社長ローノワ男 Baronde Launoitの手で実施された倍

額増資によって，その危機を脱し， 36-7年には小康を得た。そして，ワー

グレ@グノレープは，持株会社ゴフィナンデュス Cofinindus ( Compagnie 

financiere et industriell討を分離し，製鉄のみならず，石炭，化学にも参

与をひろげつつあった。ブリュフィナとの接近は，ソシエテ・ジェネラノレへ

の対抗のためと思われるが，これによって，このグループは，ベルギー最大

の製鉄企業を擁し，ソシエテ・ジェネラノレに対抗する勢力となった。後ヲ 37

年末には，ローノワが，ブリュフィナの社長lζ就任し，事実上両者は統合さ

れた。 26)

乙のような，銀行業務の分離によって?大コンツ再ルンによる，発起二発
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行業務は，大きく制限され，両戦聞の大銀行を頂点とするコンツェノレン形成

の勤まは，事実上終止符を打アこれることになったのである。 27)

1) H. M. H. A. van cler V alk， De betrelclcingen tnsschen bαnlccn叩 industrie

in selgie. Haarlem 1932. blz. 157-166. R.J. Lemoine， 'La concentration 

cles entreprises en Belgique.' Revne Economiqve Internationale J uin. 1929 

pp. 1 ~29. L. Dupriez， 'Belgien lIncl clie int巴rnationalenKapita1beweg-

ungen 1917-1927' Schriften des Vereins jur die Soziαlwisscnschαift nnd 80-

zlαlpolitilc Bcl. 174-I[ (1928). SS. 49-66. R.J. Lemoine，‘Le clevelo-

ppoment economiqne cles coloni母set ]1 integration cle la procluction.' 1I{0 

nitenr des Intereぉ Mαterielsle 13，1ラ，20，26.novembre 1925. B.S. Chlepner， 

‘La concentration bancaire en Belgique.' Revμe dl Economie Poliuqne XLI[ 

(929) pp.1082-1098. 戦後の発行状況は，第45~47表を参照。外国における発行

第56表主要金属工業企業

有価証券保有高(1930年12月31日，百万フラン〕

企 業 ZI価証許pr言自|社債
Angleur-Athus 117 I 810 I 486 I 167 

Arbecl 730 I 2，516 I 1，967 I 1，0労

Cockerill 96 I 1，396 I 66ラ 203

Esperence-Longcloz 日 291I 2ラ4I ラ

Ougree-Marihaye 380 I 1，830 ! 1，240 I 434 
Vieille Montagne 70 I 740 I 368 I 213 

Van cler Valk， t.a.p. blz.121 

第57表ベルギーにおげる資本の集積・集中

資 t ココ一寸て芳!?竺望台三国土
木金 1927 I 1930 I 

100万フラン未満

100以上~ ラ00万未満

500以上~I，OOO万未満

1， 000以上~2 ， 000万未満

2，000 万以上

* 100万フラン

2，813(ラ6) 3，ラ02(ラ3) 1，243( 6) 1， 

1，ラ36(30) 2，034(30 ) 3，861(18) ラ，

325( 7) 479( 7) 2，432(11) 3， 

171( 3) 288( 4) 
2，522…4， 

188( 4) 365( 6) 11，ラ11(ラ3)I 29， 

I 5，附附I6，66山川 21，6川

Lemoine， cLes enreprise' p.42， clo.，‘L司 COl1centr司tion'p.7 

590( 4) 

56(12) 

61( 8) 

57(10) 

11(67) 
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は，オランダ¥ニュー・ヨーク，スイス，ロンドンで僅かながら行なわれているが，1'11

でも，オランダの比重が両い。外国での発行は，優先株，社債に集中している点!cj注意。

2) このl時期における生産の集積，資本集積・集中について，詳しい資料は入手でき

ない」二，企業規模g¥b}，コンツユノレン形成， 1;j'株支配を正確に表示してはいない。

それにも拘らず， 1927年と30年の資本金による比較から，資本金2，000万フラン)2.(

kの大企業の比重が，金木位制復帰から，大恐慌までの間lと著しく増大していると

とがわかる。(汀S57表〕なお， ill¥t:fOz，大企業，殊に製鉄企業は，スペインやフランス

の鉄鉱会社，内外の石炭会社，あるいは，加工部門の諸企業(ブリキ，鋼管)，更

に電力，セメント，化学に参与の手を伸ばしているが，これは，原料確保と，百IJ産

物の利用を目的としている。(第ラ6表によって，各会社の資産を占める有価証券の

割合を参照。殊にウーグレ=マリエの場合を見よ)

3) Chlepenr， Marche finacιer. chap. V. Le centenαire de le Socιete Generale 

1822-1922， Chap. 4を参照。

4) 以下のソシエテ・ジェネラノレの参ー与については，Vander Valk， t.a.p. blz.68-

76， 126-129. R. Liefmann， Beteiligztngs-ztnd Finanzierztngsgesellschαiften. 
Eine Stztdie uber den Effektenf~日:pital凶mltS ラ. neubearbeitete Auflage， J巴na

1931. SS. 164-16ラ.Le Centenαire pp.207， 223による。

ラ〉 同社は， ¥日ドイツ=ノレクセンブ、ルク製鉄株式会社 Deutsch-Luxemburgische

Bergwerk-u. Hutten-A.G.及び， リューメリンゲン=サンクト・イングベルト

製鉄RumeIingeru. St. Ingbertを経承したもので， Rume!ing巴n，Differdingen 

(ルクセンフツレク)uttange (¥日ドイツ傾ロードリンゲン)St. Ingbert (ザール〉

l乙合計16の製鉄所 (1913年現在で銑鉄労.4万トン，鋼鉄ラ1.5万トン)を有した。ソ

シエテ・ジェネラルは， 30年末で， 1，500万フランの出資をしている。フランス側

の出資者は，マリーヌ・オメクールLaMarine et Homecourt，ポン・タ・ミュ

ツソン Pont-a-Musson等の大製鉄資本。

一方，A.R.B.E.D.は， 1911年，ザーJレニノレクセンブルクの4つの企業 (Hochofen

und Hiittenwerke Diide!ingen， Huttenwerk Eich， Le Gallais-Metz & Cie， 

Hiittenwerk Saarbiicken等， ドイツ=ノレクセンプ、jレクニベルギー系企業の合同

によって生れた鉄鋼トラストで， 26年「テノレ・ルージュ製鉄J(19年， Iゲルゼンキ

ルヘン」のライン左岸の資産-Eschweiler-Bergwerksverein，Esch a.d. 

Alzette， Bel valの三製鉄所レクセンフツレク内の鉄鉱区 RoteErdeを基l乙発

足したフランス=ベルギーニノレクセンブjレク系企業〉と合同した結果，合同製鋼に

次ぐヨーロッパ第二の製鉄企業となった。

同社lζは，さきの TerreRougeとの合併を通じて，シューネドノレSchneider，

ポン・タ・ミコツソンなどのフランス製鉄資木が約10%程参与している。同社は，

Burbach-Hostenbach (サ、ール)Diide1jngen， Esch-Dommelclingen， Esch a(d 
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Alzette， Bel val. ";~'i I乙製鉄所を有するとに，フランス(ロレーヌ)のオーヴリーヴ

ニヴイレリュ S.Metallurgiqlle dl Aubri ves-Villerllpt.ドイツの「エッシュヴ

ァイラー鉱業連合JEschweiI巴r-Bergwerks-Verein，iフエ jレテンニギョーム・

カノレノレスヴェルク株式会社JFelten u. GUillallHle Carlswerk A.G (ドイツ最

大のケーフツレ製造企業〕ベルギ、ーの「フランドノレ釘・釘金会社JS.A. Clouteriie 

et Trefilerie des Flandres. (ガン，ブリュージュ)を所有する。 Vgl. ，MarCllS， 

a.a.O. SS.1-9.Le Centenaire p.21O. C. Wagn巴r，La sidernrgιe lZLxemb-

our geoise soz日 leregime du Zollvrein et de zr Union econom!que belgoluxe-
nbourgeoise. Luxmbourg 1950. 島田悦子「西欧の典型的な国際重工業コンツェ

ルン ARBEDJ政経月誌54号〉

猶，戦後のベルギー欽鋼業の地位については，詳説する余裕がないが，戦後ドイ

ツの後退IC乗じて，ベルギー=ノレクセンフツレク (21年より関税同盟)は，その粗鋼

生産を， 1912年の380万トンから， 1929年の681万トンに増大させ，フランス，イギ、

リスlとほぼ匹敵する4ラ0万トン(戦前100-150万トン)を輸出した。但し，ベルギ

ーでは，戦前の250万トンから 400万トンに増加したに止り， )レクセンフツレクの 130

万トンから 280万トンへの増加に比して，そのテンポは劣る。)C. Reuss et a1.， 

op.cit. Annexe statistiqlle.及び Wagner.op.Cιt. p.143.大橋周治 「現代

の産業，鉄鋼業，東洋経済新報社 昭和41年， 101-102頁。

6) オーレン Oolenに1911年設けられたカタンガ銅の精鉱工場に起源、を有し， 19年

ホボーケンのドイツ金銀精錬会社 DelltscheGold-ll. SiIberscheideanstaltの

工場(敵国資産として没収)を継承し増資を行なった。同社はコンゴ銅の半ばを

精錬しうるのみならず，コバルト生産でも， 28年には450トンに達し，カナダの生

産高を僅かに下廻ったのみであった。同社の歴史については，Societe Generale 

Metallurgique de Hoboken. 1908-1958. Brux巴lles1958.を参照。この他，ソ

シエテ・ジェネラルは，その主導の下ホボーケシ金属工業及び，ヴィエイユー・モ

ンターニュ鉛鉱業，幾つかの外国の鉱山会社の出資によって， 1919年 Societa-

Generale des Minerais ( 1，000万後2，ラ00万フラン)を設立している。

7) <Union Mini色re>については， Marclls， aα.0 SS.120-130. 同社は位界

の鋸生産の8%を支配している。

8) 26社(12億久800万フラシ出資)，ユニオン・ミニエール(2.31億)の他， Soc. 

Mini色redll Beceka (6，800万)， Charbonnage de la Lllena(800万)， Cie. dll 

chemin de fer dll Bas-Congo all Hallt Katanga(4ラ0万)， Societe des chemin 

de fer LeopoldviIle-Katavga-Diols ( 1，500万)， Cie. sllcri色recongolaise 
(ラ00万)， Comite Nationale de Kivll ( 500万)， Cie. dll Congo pour le 
commerce et ]1 Indllstrie(I，O切万)，Societe de Mlltllalite Coloniale (190万)

Soc， lnternationale Forestiere et Miniere du Congo. Cje. cotonni.jre， Cie. 
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Africaine de Navigation (Liefm.ann，α.α.0. SS .164-5. Le Centenaire， 

p.218) 

9) Banudhuin， I-Lωtoire economiqzte de lαBelgiqzte. p.93. 

10)合同化学に参加したのは， Societa Generale be1ge de P roduits Chin!1ique 

で， <Produits Chimiques d' Aisau> <Prodnits Chimiques de Moustier-

Sambre>の合同によって生れ，その際，ソシエテ・ジェネラルが資木参加を行ーな

った。 20年には， 1ノUniondes Produits Chimiques d' Henlixenl>を吸収し

た。 Baudhuin，op.cit. PP.87-8. 

11) Banque d' Anversが， Banque d巴 l'Union Anversoiseを，Banquede 

Conrtrai は， Banque de Roulers-Thielt.をBanqueC巴ntraleTournaisienne 

が， Banque dノescomptede Tournaiを合併し，Arlon!と BanqueGenerale 

du Luxem.bourgが新設された。乙の他21年lと， Banque Generale de Li邑geと

Banque de Huyが合併し， Banque Gen. de Liege et de Huyとなった。

12)乙の他， 1919年， Union Parisienneの後援で， Banque Generale du Nord. 

(資木金l億フラン〕が設立された。乙の他，外国の系列行としては， Allgem.eine 

Bohmische Bankverein (チェッコ)Bank voor Indie (Rotterdamsche Bank-

veveenigingの主導)Le Centenaire， p. 223. 

13) Hornu et Wasmes は GrandBuissonを Produitsau Flenuが Norddu 

Coeurを合併した。支配下の石炭会社は， 14社(7，140万フラン出資， 1930年現在)

Monceou-Fontaines， Levant du Flenu， Charbonnages Reunis de Charleroi， 

Andre-Dumont， Beeringen， Houthaelen， Laura…巴n-V ereeniging等。

14)ソシエテ・ジェネラルの繊維工業への出資は，殆んど見られないが，それでも，

1917年， 8つの紡績会社， 6つの織布会社とくUnionCotonni訂e>(資木金2，500万，

26.ラ万鐙，織機1，354千台)!乙300万を出資している。

又，石油では， 1920年の「ぺトロフィナJCie.Financi色reBelge des Petroles 

に，他の銀行や石油会社と共に参加している。これは，ロシアを失ったベルギーに，

乙れに代えてドイツの撤退後のルーマニア油田を獲得せんとするのであった。

Liefmann，日.a.O.S.ラ49.

1ラ)Van der Valk， t.α.p. blz. 76-81， 129-131， Baudhuin， op. cit. P. 136. 

1928年，個人銀行家 AlfredLowensteinが， ブリュツセノレ銀行株の買占め，乗

取りを企てたが防戦した重役会の勝利!C終った。

猶，ベソレギー銀行の保有株式の74%，9.74億フランは議決特権株である。

16) Van der Valk， t.日.p.blz.85-87. Baudhuin， op.cit. PP. 142 ヲ. ソJレウ守

エー財閥は，本社(ソルヴェ一合資会社 Societeen commandite simple Solvay 

et Cie.資本金3.3億)の下に統轄されている。ソノレヴェー・グループは，ガラス工

業では，先に述べたように，ソシエテ・ジェネラルと提携して，リピー・オウエンス
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し， 1931年，ザピー・オウエンスが，そのベルギーのこに場を

Societe Glaces et Verr邑$に統合するに及んで，ソルウ〉ーは，

なったo Vgl" 'Str註kturaderungenin der belgischen Gl品sindustrie'1守ran-

kurfer Zeitztng 13Aug. 1931. )(，向グループは，人総工業ではくFabelta>

(会余業が合間)の議室愛護株主三である。又，会民化浮は，ソルヴェー系の持株会主主，

Cie. Chimiqu母 etIndustrielle d告 Belgiqueを吸収し， ゾノレグェーの発言力ば

強化された。ゾルヴ、エ{の校外公梁のうち，イギリスのものは，I.C.I.に，アメ

守カのものは， Allie丑Chemical(20%)(と合間"もをしめ，それぞれの大紋主となった。

17) F. Baudhuin， 'Le Boerenbon丑Belge.U ne Puiss昌ncefinanci品reorigi泣aI

Revue Economiql時 lnternationaleian. 1930. PP.II3-137.農民間銀総立には 2

うとするカトリック教会の支援があった。

18) F. Smets， 'Les Banqeus Socia1istes en Belgique' R制服 EconomiqueJn-
ternario附 le，mai ヲ31， pp.334-353. 

1ヲ)L. Mahie立£むお母 GrandCreatio怒るelged' apres-誌uerre.L語 SocieteNat-

ionaleお Credit11 l' industrie' Revue Economi守腿 Jnterootionαle，Jan 汐22.

20) Van der Va1k， t.品.p.blz，99， Ba設dhui註 ，opぷit.pp.145-147. 

21) Van der Va1k， t.α.p‘blz .13ヲ 143.
しているが (Ougree-Marihayか Soc.Commerciale de Belgique.車事殺;， Soco叩

belge. Cockerill仙波utuelleCockeril1) ，被足的な役割Jしか演じていない。但し

イタリア系の企霊長官参与会社CIBE.(Cie 1 talo-belge pour Entreprise d'食le-

ctricite et d' U ti1ite pu泌iq現hヴニιネチアO)Societ註Adriatic証 diElettricit量

り， 1928年， 500万フランで設立〉のみは，三急速に成長し， 1ヲ2ヲ年初iと3，000万

ブランに，間不8月1.5猿;ま増資しており，

22)大野英三「ドイツ資本支義論J1$ 4章
23)議決特権教の総度は，フランス， ドイツの場合と問機，インブ

ヌドによる企業支配を防ぐことを目的として認めれたが，笑擦には，

大多数の企業，殺に大企業がとれを採渇している。そして，大銀行とその持株支配

会社は， j良資比率の数倍の役室長擦を行佼ずることが出来る。 (C.I.しでは，

務58表議決持機株発行会社

1 920……2 
192 1……6 
192 2……3 
1 923……ヲ

1ヲ24……7 

L母ま現sineき よesentreprise pαrαctions p .42 

192ヲ……8

1 9 2 6……9 

1 927……28 
1 92 8...・..94

192 9……83 
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第59表議決特権株発行の企業比率!」 守開閉γ 一会社~コ777社数(%) I 資本金制
上場 8851 88，000') 1 145(16) 1 43，ラ60')(49) 

非上場 4，8341 ラ，0002)1 107 ( 2) 1 3 ， 834 (25) 

計|幻191 附 00252(4のI 47，3何 (46)

1) 1929年12月9日現在時価 2) 額面 Lamal， op.cit. p.47 

第60表議決特権株の支配力

i資本金(百万フラン) 1 

会 社 . 1議決特権株1 C/A 1議決権支配
|時価(A)1額面(B)1 ( C ) 1 ( % ) 1 . (%) 

Sofina 4，4001 2001 1001 2.31 50.0 

Electrobel 1，7401 1921 351 2.01 50.7 

Union Chimique 1，1601 2101 301 2.51 50.0 

Lamal， op.cit. p.19 

下lとある企業の 2.7%の出資lとより，投票権の88%が，ソフィナ，エレクトロベル，

合同化学でも，資本金(取引所の相場)の 2~ 2.5必の払込しか行なわぬ特権株に

投票権の5.196が握られている。 cf.R.J. Lemoine， Les印 trepris回 paractions 

dαns la Cαdre dl e9olution industrielle (Document 69 de la Societe dノ氏co-

nomie po!itique de la Bdlgique) Bruxelles. 1931. pp.42-44. E. LamaI， 

Une Enquete sur les actions a vote priviIigie en Belgique.BruxeIIes. 

1930. PP. 19-20， 45-47. 及び，第58~60表参照のこと。

24) Van der Valk. t.a.p. blz.104. 

25) Baudhuin， op.cit. pp.135， 137. 174-199， cf. Reueil des lois et de Belgιque 

αrretes roy白山 122-4，Annee. 1934. no. 402. (Arrete royal relatif a la 

protection de 11 epargne et l' activite bancaire. PP .1708-1713) 

26) Baudhuin， oP.cit. PP.138-9.ウーグレ社は， 23年，液体空気会社 Soc.de 

l' Air Liquide と共同で， 1ベルギー窒素JSoc. Belge de 11 Azoteを設立

し，クロード Claude法のアンモニア合成に乗り出し，この他， Bray， Fontaine-

l' Eveque，アリアンス=モンソー製鉄 SocieteMetallurgique dl Alliance-

Monceauを合併した。

mζの法令発布以降の3ラ---39年にかけてはp恐慌のと、ん底， 32~ 4年lと比して発行
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総額は劣っている。

猶，続く39年lこは 戦争勃発の不支な情勢の11]で， Creclit Anversois， Caisse 

Generale cle Rapports et Dop6tsが倒産し，ベソレギーは，今や|可コンツエノレン

に二分されるに至ったoalclar， blz， 12ラvv，

VI 結び

以上，概観して来た如く，ベノレギーにおいては，既lこ産業革命の過程で，

ソシエテ・ジェネラ jレやべ、Jレギー銀行の如き株式大発券銀行が，遊休資金を

集中しつつ，株式会社の発起業務を遂行し，更に交互計算信用や直接参与に

よって，多数の製鉄，石炭企業を支配した。これは，何よりも，ベルギーに

おいては，株式銀行の設立を妨げる強力な個人銀行の勢力を欠き，既に1822

年l乙設立されたソシエテ・ジェネラルが広大な固有地をも資産として所有す

る強力な金融機関として登場して来ていたためであり，他方， 1830年の独立

以来，ベルギーはードイツと異りーヨーロッパ大陸における経済的白内主義

の模範たるに相応しし株式会社の設立を抑圧す諸制約が殆んど加えられな

かったことを負うている。こうした諸条件の中で，一定の展開をみせながら，

イギリスの競争によって停滞していた。製鉄・機械，石炭業が，ー拳に生産の

集積，資本の集積・集中を推進めて，イギ、リスに劣らぬ生産力水準l乙到達する

ことが出来た。然しながら，かかる短期間の念激な資本蓄積の歪みは，38年及

び48年の恐慌に当って，これ等の二つの投資銀行の支払停止を惹起し，結局，

51年，両行は発券機能を放棄して， これを国立銀行 BanqueNationaleに

集中せざるを得なくなった。このことから見ても，ベノレギーにおいては，何

故にイギリス型の発券銀行が設立されながら，機能転化を余儀なくされて，

持株支配会社 Kontrollgesellschaft，企業会社 Finanzierungsgesellsch

aft，更に投資会社 Kapitalanlagegesellschaf t の諸機能をも，一つの経

営内に包摂するに至ったが明瞭となろう。

との後，鉄道建設の時代に入るや，ベノレギー銀行は，クレディ・モビリェ

l乙追随してラ破滅し，その発起せる諸企業ーウーグレ，エスペランス両製鉄，

rアィエイユ・モンターニュ鉛鉱業一等は，自立して行なった。乙れに対し，
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ソシエテ・ジェネラノレは， ζの時期には，鉄道会社の設立には参与している

とはいえ，全体としては，旧来からの石炭二製鉄企業を引続ま強力に支配し，

鉄道への参与は，むしろ製鉄企業の市場確保のための手段に過ぎなかった。

乙うして，ベノレギーは，ソシエテ・ジェネラノレなる，巨大な持株支配会社

を遺産として抱えた間，大不況に突入することとなったのである。然し，ド

イツの場合と異り，第一次大戦迄の|時期には，金融寡頭制はーそれ以前から

大銀行による産業支配の歴史を有するにも拘らず一強力なものとはなり得な

かった。それは，ベルギーにおける基幹産業である製鉄業が，鋼鉄生産への

転換に立ち遅れ，その狭隆な園内市場と相侠って，その生産の集積，資本の

集積・集中では，ドイツ，フランスに比して著しく劣っていたこと，又，石

炭産業も，生産諸条件の悪化により，もはや，国際競争において有力な地位

を占める乙とが難しくなったためであった。このような，世界経済の構造転

換の中で，ベノレギー資本は，ロシアを中心に製鉄や電鉄二電力事業で、直接事

業投資の形態で資本輸出を進めて行く一方，ベノレギーはその低賃銀を武器と

して，イギリス等へ主として鋼半製品を輸出しつつ，国際分業の中にその地

位を確保した。然も，ベノレギーの在外企業は，国際的証券市場に成長したブ

リュツセノレで，外国資本を吸収して，新規の設立や増資を自rJJ1こ行なえるた

め，銀行資本の仲介を必要としなかった。とはいえこのようなベノレギーの独占

形成の過程で，幾つかの銀行資本を中心に金融資本の成立が認められる。例

えば，ソシエテ・ジェネラノレはうその支配下にある石炭企業の'広中を推進め，

全国カノレテノレの形成に指導的役割を演じ，又，製鉄業についても，その支配

企業の集中度を主導し，ロシアへの進出においてもう重要な役割を担ってい

た。然し，ソシエテ@ジェネラノレ系の製鉄企業は，全体として，業績が不振

で，乙れ迄の錬鉄|時代のベルギー製鉄業に占めて来た地位は失なっていた。

一方，コンゴ植民地の開発には，ソシエテ@ジェネラノレも重要な役割を演じ

たとはいえ，あのカタンガの銅，ワラン生産は軌道に乗っていなかった。

そのため，ソシエテ・ジェネラルは，巨額の内部留保を持っているにもかか

わらず産業企業への参与には，消極的であり，経営の力点は正規の金融業務
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や公債発行の方l乙置かれるに至った。

このようなベソレギー資本主義の構造は第一次大戦を境として大きな変容を

道げた。戦争による設備，破壊の老朽化や戦後の激しい国際競争の中で，ベ

ノレギーの重工業資本は，一挙に資本の集積，集中を推進することを強制され

た。然し，ブリュツセノレの国際資本市場は既になくうソシエテ@ジェネラノレ

の如き大銀行が，引受二発行業務を担当せねばならなくなったが，幸い戦後

のインフレーション，農村の好況ヲ 26年の金本位体制復帰後の逃避資本の

還流によってラ発行は容易であった。そして，ソシエテ@ジェネラノレと並ん

で，石炭資本コペー財閥の支配するブリュツセノレ銀行が，銀行集中を繰返

えしつつ持株支配を拡大し，ソシエテ@ジェネラノレに迫る大コンツェノレンと

化した。

一方，これ迄，i比大の資本輸出先であったロシアにおける資産が革命によ

って失われ，ベノレギーの資本輸出は，コンゴをはじめとする原料獲得の方へ

転じたが，中でもカタンガの銅，クランは，戦後急速にその生産を増し，ベ

ノレギーに巨額の超過利潤をもたらした。そして，ソシエテ@ジェネラノレは，

コンゴの植民地企業の90%近くを支配する一方，卜、イツ関税同盟を離れたjレ

クセンブJレクニザーノレの巨大製鉄トラスト， ARBEDや HADIRに強

力な参与を行ない，ベルギーやミネット鉱地，J告を結ぶ強力なくInteressen

gemeinschaft>を形成しつつ，シュネ一ドノレ等のフランス資本と提携関

係をi古ぶに至った。こうして，ソシエテ・ジェネラノレは，コンゴの銅等の非

鉄金属の分野では，イギリス資本とも共同し，一方製鉄業で，フランスと結

びつつ，国際カノレテノレに強い発言力を保持したのである。又，戦前はあまり

関係しなかった電気トラストにも，強力に参与し，化学についても，ソルグ

ェー@コンツェノレンと提携し，特にリビー@オワエンス式機械処理ガラスの

製造で，ヨーロツパのガラス工業の中に強力なシェアを保持するに至った。

ζのように，べJレギーの巨大銀行自身ラコンツェルンの株式支配機関と化

したが， 29年恐慌後， 34年に銀行の経営を維持するためラ逆に銀行部門を切

離すに至った。そして，ブリュツセノレ銀行(ブリュフィナ)グソレープは， 37 
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年，クーグレ製鉄と，合同し，ソノレグェを除いた。ベソレギーの産業企業の

悉くが，ソシエテ・ジェネラノレか，ブリュブイナ=ワーグレ系の二つのコン

ツェノレンに統合されるに至ったのである。

かくして，ベルギーでは，第一次大戦後，ドイツとは逆に，金融寡頭支配

の確立が見らることになったのである 1)

1) 戦後，両ク、、ノレープの提携は，著しく進んだ。両者は A.R.B.E.D.H.A.DIR ~C ， 

それぞれ強い参与を行なっていたが， 1945年，コックリルが，アングレールニアト

ゥース製鉄を吸収して，ソシエテ・ジェネラルが同社の20%の株式をj患った。更に，

労年ウーグレとコックリノレが合併し，同社は66年ブ。ログィダンスを， 68年，エスベ

ランスを吸収し， 68年，アjレベッドとアデイノレも合同するに至った。




